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全
国
の
鳳
陽
会
会
員
の
皆
様
に
は
、益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
第
88
回
通
常
総
会
は
来

る
６
月
16
日
（
土
）
に
、
６
年
振
り
に
山
口

の
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
本
部
で
は
、

通
常
総
会
に
先
立
っ
て
、
全
国
支
部
長
会

議
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
ま

で
に
も
増
し
て
全
国
各
地
か
ら
、
各
支
部

長
さ
ん
を
始
め
と
す
る
多
く
の
会
員
の
皆

様
に
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
で
あ

り
、
吉
田
松
陰
や
木
戸
孝
允
、
高
杉
晋
作
、

大
村
益
次
郎
ほ
か
数
多
の
人
材
を
輩
出
し

た
山
口
県
で
は
、〝
維
新
胎
動
の
地　

山
口

県
〟と
し
て
、
県
内
各
地
で
様
々
な
記
念
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。「
や
ま
ぐ
ち
幕

末
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
祭
」
と
銘
打
っ
た
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
、
関
連
の
高
速
道
路
が
定

額
で
乗
り
放
題
と
な
る
パ
ス
も
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ブ
ま
で
利
用
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
山
口
の
お
薦
め
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
と

し
て
、
瑠
璃
光
寺
五
重
の
塔
か
ら
沈
流
亭
、

鴬
張
り
石
畳
、
洞
春
寺
、
旧
山
口
藩
庁
門

へ
の
ル
ー
ト
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
是
非

こ
の
機
会
に
山
口
に
お
越
し
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。
な
お
、
県
主
催
の
関
連
事

業
で〝
ゆ
め
花
博
〟も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
、
亀
山
の
麓
で
、
あ
る

い
は
平
川
・
吉
田
の
地
で
、
勉
学
に
、
ス

ポ
ー
ツ
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に
、
ア
ル
バ

イ
ト
に
勤
し
み
、
あ
る
い
は
学
生
運
動
に
、

は
た
ま
た
恋
愛
に
、
多
感
な
青
春
時
代
を

過
ご
さ
れ
た
、
思
い
出
の
地
「
山
口
」に
ご

参
集
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お

り
ま
す
。

各
支
部
で
ま
と
ま
っ
て
、
あ
る
い
は
同

期
会
、
ゼ
ミ
、
サ
ー
ク
ル
仲
間
、
寮
や
下

宿
の
仲
間
、
卒
業
後
の
職
場
の
集
ま
り

等
々
、
沢
山
の
つ
な
が
り
を
お
持
ち
の
皆

様
が
、
世
代
を
超
え
て
、
当
日
、
一
堂
に

会
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
今
回
は
総

会
の
会
場
と
、
大
学
・
旧
市
街
と
の
距
離

が
少
し
あ
り
ま
す
が
、
ご
家
族
お
揃
い
で
、

あ
る
い
は
会
員
同
士
で
、
ご
ゆ
っ
く
り
と

一
泊
さ
れ
て
の
懐
か
し
い
山
口
の
市
内
散

策
な
ど
、
ご
計
画
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
引
受
け
支
部
と
し
て
は
、
一

人
で
も
多
く
の
皆
様
に
お
集
い
頂
き
ま
す

よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

お
い
で
ま
せ
山
口
へ
！

歓
迎
!! 

第
88
回
通
常
総
会

　
　 

お
い
で
ま
せ
山
口
へ
！

行事予定

○
平
成
30
年
6
月
15
日
（
金
）

　
　
　
理
事
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
（
ご
案
内
は
２
ペ
ー
ジ
）

○
平
成
30
年
6
月
16
日
（
土
）

　
　
　
第
88
回  

通
常
総
会
（
ご
案
内
は
２
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
於  

山
口
市  

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

山口支部長
久芳　博安（学19）
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新
任
の
ご
挨
拶

　
　
　

経
済
学
部
長

兵　

藤　
　
　

隆

こ
の
た
び
第
26
代
学
部
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
兵
藤
隆

と
申
し
ま
す
。
就
任
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中
で
「
山

口
大
学
経
済
学
部
」
と
い
う
文

字
を
い
っ
た
い
何
回
書
い
て
き

た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
１
９
８
５
年
に
湯
田
温
泉

駅
へ
降
り
立
ち
、
山
口
大
学
ま

で
の
道
を
た
だ
ひ
た
す
ら
ま
っ

す
ぐ
に
歩
き
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
四
年
間
、
こ
こ
で
学
び
そ

し
て
社
会
へ
と
巣
立
っ
て
い
く

ん
だ
と
い
う
不
思
議
な
感
覚
は

い
ま
で
も
し
っ
か
り
と
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
か

ら
、
自
動
車
学
校
の
申
込
書
、

履
歴
書
、
学
割
な
ど
様
々
な
書

類
に
そ
の
文
字
を
書
き
、
そ
の

後
、50
歳
を
越
え
て
も
な
お「
山

口
大
学
経
済
学
部
」
と
書
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
生
に
な

る
と
、
19
歳
の
私
は
考
え
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
８
９

年
１
月
、
卒
業
論
文
を
作
成
し

て
い
る
途
中
で
、
昭
和
が
平
成

に
変
わ
り
、
１
９
９
４
年
４
月

に
講
師
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。
翌
１
９
９
５
年
に
創
立

九
十
周
年
記
念
事
業
を
や
る
ん

だ
と
早
々
に
委
員
を
任
さ
れ
、

大
学
１
年
生
の
と
き
に
、
そ
う

い
え
ば
八
十
周
年
だ
っ
た
よ
な

な
ど
と
思
い
出
し
な
が
ら
、

２
０
０
５
年
の
創
立
百
周
年
記

念
事
業
で
は
助
教
授
と
し
て
実

行
副
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

今
、
自
分
の
人
生
と
山
口
大
学

の
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、「
山

口
大
学
経
済
学
部
」
と
い
う
文

字
の
も
つ
意
味
を
改
め
て
重
く

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

私
の
願
い
は
「
山
口
県
の
国

立
大
学
に
あ
る
経
済
学
部
」
か

ら
脱
却
し
「
山
口
大
学
経
済
学

部
」
と
い
う
唯
一
無
二
の
存
在

を
受
験
生
・
保
護
者
を
は
じ
め
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
認
知

し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
幸
い
、

当
学
部
に
は
最
高
の
ス
タ
ッ
フ

と
優
秀
で
素
直
な
学
生
が
在
籍

し
、
日
々
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
伝

統
を
背
に
実
績
を
一
つ
ず
つ
積

み
重
ね
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

た
だ
し
、
時
代
の
波
は
ど
ん

な
と
き
も
大
き
く
、
そ
し
て
激

し
く
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。
学

部
再
編
、
大
学
院
改
革
、
入
試

制
度
改
革
、18
歳
人
口
の
減
少
、

そ
の
他
新
聞
を
読
む
ま
で
も
な

く
常
に
我
々
は
改
革
を
迫
ら
れ

て
い
る
状
態
で
す
。
立
ち
止
ま

れ
ば
流
さ
れ
る
、
安
易
に
考
え

て
も
流
さ
れ
る
、
そ
の
波
に
押

し
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
凛
と

し
て
そ
び
え
立
つ
た
め
に
は
不

断
の
改
革
と
努
力
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
歴
代
の
学
部

長
お
よ
び
歴
史
が
語
っ
て
く
れ

ま
す
。

み
な
さ
ん
は
お
気
づ
き
で
し
ょ

う
か
。「
山
口
大
学
」
と
い
う
の

は
最
も
画
数
の
少
な
い
国
立
大

学
（
お
そ
ら
く
次
は
大
分
大
学
）

で
す
。
字
の
ご
と
く
発
想
を
シ

ン
プ
ル
に
し
て
、
学
生
の
た
め

を
第
一
義
と
し
母
校
「
山
口
大

学
経
済
学
部
」
の
た
め
職
務
を

遂
行
す
る
所
存
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
鳳
陽
会

の
み
な
さ
ま
に
は
よ
り
一
層
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
40
年
、
大
分
県
中
津
市

生
ま
れ
、
山
口
大
学
経
済
学
部

卒（
大
学
37
期
）、
山
口
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
修
了
（
修

士
）、
神
戸
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
、
金
融
論
専
攻

学
園
だ
よ
り

第88回（平成30年度）通常総会を下記のとおり開催します。
お手数ですが、同封のハガキ（黄色または白色）にて出欠を6月4日（月）までに必着でご返送下さい。
黄色のハガキが届いた方で欠席される場合は、「委任状」のご記入もお願いします。
　　　　　　　　　　　記

日　時：平成30年6月16日（土）16：00 ～
理　　事　　会　13：00～ 13：45
全国支部長会議　14：00～ 15：30
通　常　総　会　16：00～ 17：00
懇　　親　　会　17：30～ 19：30

場　所：山口グランドホテル（山口市小郡黄金町1－1、新山口駅新幹線口前）
会　費：一万円
議　題：【決議事項】（詳細は６～７ページ）

第1号議案　平成29年度決算報告
第2号議案　役員の選任

【報告事項】（詳細は７～９ページ）
平成29年度事業報告、公益目的支出計画実施報告
平成30年度事業計画及び収支予算報告

日　時　6月15日（金）　9時30分スタート
場　所　宇部72カントリークラブ	万年池西コース
参加費　3,000円（プレー費各自負担）
申　込　6月1日までに山口支部（学31	新谷）へ
　　　　　　	ＦＡＸ　0836-65-4850
　　　　　　	携		帯　090-8602-3417

「一般社団法人  鳳 陽 会」　第 88 回 通常総会

■JR新山口駅前（新幹線口より徒歩1分）
■宇部空港より車で25分、直通バスで30分
※当日は、クールビズでご出席ください。
※	平成31年度通常総会は福岡市にて開催予定

　　		 「鳳陽」 の配布について	　　		
会　　　員 1年間の配布回数 会　　　費

年 会 費 会 員 3回 （5月・9月・1月） 3,000円／年
賛助会員（終身） 3回 （　　  〃　　  ） 50,000円

贈　 呈　 者 大学関係者および在学生
新卒業生には卒業後3年間

上記以外の会員には		年１回、５月号のみ		を送付しています。

理
事
長
杯

ゴ
ル
フ
大
会

第163号	 鳳　　　　　 陽	 2018年５月15日 （2）

鳳陽会の事業：母校、山口大学経済学部への支援



次
の
と
お
り
先
生
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

退
職（
平
成
30
年
３
月
）

植
村	

高
久　

経
済
学
科	

教
授

塚
田	
広
人　

経
済
学
科	

教
授

平
澤	　
哲　

経
営
学
科	

特
命
教
授

平
良	

小
百
合　

経
営
学
科	

講
師

　
　
　
　
　

	
（
京
都
女
子
大
学	

法
学
部
へ
）

河
野	

笙
子　

経
済
学
科	
特
命
講
師

新
任（
平
成
30
年
４
月
）

谷
田	

充
明			

経
営
学
科	

特
命
教
授

　
　
　
（
兼	

大
原
簿
記
学
校
東
京
校

　
　
　
　

会
計
士
講
座
本
部	

教
務
部	

部
長
）

兒
玉	

州
平　

経
営
学
科	

准
教
授

　
　
　
（
前	

九
州
産
業
大
学	

経
済
学
部	

講
師
）

西
尾	　
建　

観
光
政
策
学
科	

准
教
授

　
　
　
（
前	W

aikato	University	,	
Institute	for	Business

	Research

）

八
代	　
拓　

経
済
学
科	

講
師

　
　
　
（
前	

㈱
野
村
総
合
研
究
所

　
　
　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
本
部	

研
究
員
）

米
岡	

秀
眞　

経
済
学
科	

講
師

　
　
　
（
前	

三
重
県
地
域
連
携
部

　
　
　

情
報
シ
ス
テ
ム
課	

主
幹
）

学 部 短 信
山口大学では、卒業証明書及び成績証明書などの証明書につい
ては無料で発行してまいりましたが、平成30年4月1日の請求分から、
卒業生及び修了生等に係る証明書発行手数料を有料にさせていた
だきました。
卒業生及び修了生等の皆様には、ご負担をおかけすることになり

ますが、何卒、ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。

※	　お支払い方法及び請求手続きなどの詳細は、山口大学ホームページで
ご確認ください。なお、対象者及び発行手数料は次のとおりです。

■　対象者
卒業生、修了生、退学者及び除籍者（卒業、修了、退学又

は除籍の日の属する月内に申請する場合を除く。）が対象です。
また、科目等履修生及び研究生等の非正規生も対象です。

■　発行手数料（１通につき）
和文（日本語）証明書：300円
英文　　　　　　　：500円

【本件に係るお問い合わせ先】
山口大学学生支援部教育支援課 
TEL：083-933-5150	／	E-mail：ga115@yamaguchi-u.ac.jp

山口大学から証明書発行手数料有料化のお知らせ

平成29年度卒業生数
【学部】

学科・課程 卒業生数
経 済 学 科  85名 （ 16）
経 営 学 科  130名 （ 47）
国 際 経 済 学 科  52名 （ 21）
経 済 法 学 科  51名 （ 19）
観 光 政 策 学 科  31名 （ 19）
商業教員養成課程  12名 （ 5）

合　　計  361名 （ 127）

※平成29年9月卒業生14名を含む
※（　）は、女子で内数

卒業生就職状況
（業種別）

業　種 就職件数
農業・林業・漁業  2名 （ 0）
鉱業・採石業・砂利採取業  1名 （ 0）
建 設 業  20名 （ 10）
製 造 業  38名 （ 11）
電気・ガス・熱供給・水道業  1名 （ 0）
情 報 通 信  22名 （ 10）
運 輸・ 郵 便  15名 （ 4）
卸 売・ 小 売  53名 （ 21）
金 融・ 保 険  71名 （ 25）
不動産・物品賃貸  8名 （ 2）
サ ー ビ ス  32名 （ 16）
公 務 員  39名 （ 13）
医 療・ 福 祉  1名 （ 1）
教 育・ 学 習 支 援  12名 （ 4）
そ の 他  1名 （ 0）

計  316名 （ 117）

※平成30年3月30日現在

卒業生進路状況
進路状況 就職件数
就 職 者  316名 （ 117）
進 学 者  6名 （ 1）
そ の 他  39名 （ 9）
合　　計  361名 （ 127）

※平成30年3月30日現在
※平成29年9月卒業生14名を含む
※（　）は、女子で内数

平成30年度入学者数
経済学部

男 231名
女 118名

合　　計 349名

※留学生2名（男女各1名）を含む

【大学院	経済学研究科】
学科・課程 修了生数

経 済 学  12名 （ 3） 〔 12〕
企 業 経 営  3名 （ 2） 〔 3〕

合　　計  15名 （ 5） 〔 15〕

※平成29年9月修了生9名を含む
※（　）は、女子で内数
※〔　〕は、留学生で内数

祝　御卒業・御入学 （経済学部から
のデータに拠る）

2018年５月15日	 鳳　　　　　 陽	 第163号（3）

鳳陽会の事業：母校、山口大学経済学部への支援



の
諸
数
値
が
大
幅
に
改
善
し
元
気

を
取
り
戻
し
た
先
輩
の
話
も
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
山
都
逍
遙
歌
」「
鳳
陽

寮
寮
歌
」
を
皆
で
合
唱
。
会
員
の

更
な
る
発
展
と
次
回
で
の
再
会
を

期
し
て
の
田
代
先
輩
（
学
11
）の

締
め
で
予
定
時
間
を
大
き
く
オ
ー

バ
ー
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

︻
参
加
者
︼（
敬
称
略
）

柴
田
晃
（
学
７
）、
田
代
照
雄
（
学

11
）、原
口
秀
久（
学
11
）、竹
村
恵
一（
学

13
）、
定
石
公
也（
学
14
）、
高
田
亜
夫

（
学
15
）、
岡
山
韶
祐
（
学
16
）、
片
山

謙
一（
学
17
）、
谷
川
純
一（
学
21
）、
前

田
春
幸（
学
24
）、
松
永
賢
二（
学
24
）、

福
井
正
明
（
学
25
）、
岡
畑
良
平
（
学

36
）、
外
山
啓
太（
学
43
）、
上
田
健
太

郎（
学
54
）

（
学
17　

片
山　

記
）

︻
出
席
者
︼

古
藤
俊
隆
（
支
部
長
・
学
19
）、
古
川

雅
康
（
学
８
）、
永
原
醇
英
（
学
10
）、

橋
口
健
（
学
11
）、
石
井
誠
三
郎
（
学

16
）、上
野
啓
一（
学
19
）、古
賀
弘
泰（
学

19
）、
福
山
正
廣（
学
21
）、
古
川
忠
幸

（
学
24
）、
小
宮
和
広（
幹
事
・
学
21
）

（
小
宮　

記
）

︱
支
部
総
会
を
開
催
︱

平
成
29
年
12
月
２
日
、
例
年

通
り
名
勝
水
前
寺
公
園
近
く
の

割
烹
「
羅
生
門
」
に
て
15
名
の
会

員
出
席
の
も
と
支
部
総
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
支
部
長
か
ら
、
熊
本

地
震
後
の
各
会
員
の
変
り
が
な
い

様
子
に
安
心
し
て
い
る
旨
の
挨
拶

が
あ
り
、
鳳
陽
会
本
部
の
活
動
状

況
、
各
支
部
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
あ
ら
ま
し
、
ま
た
、
本

部
と
連
携
し
て
会
員
名
簿
の
整
理

充
実
を
図
り
参
加
会
員
の
増
に

結
び
つ
け
た
い
旨
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
幹
事
よ
り
厳
し

い
現
況
の
な
か
節
約
に
努
め
た
結

果
の
直
近
の
会
計
報
告
を
行
い
終

了
し
ま
し
た
。

懇
親
会
は
柴
田
先
輩
（
学
７
）

の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
ま
し

た
。
近
況
報
告
で
は
、
地
震
後
１

年
８
ヶ
月
が
経
ち
、
ご
近
所
、
知

人
に
支
え
ら
れ
て
再
ス
タ
ー
ト
が

出
来
つ
つ
あ
る
話
や
、
健
康
面
で

︱
支
部
総
会
を
開
催
︱

平
成
29
年
11
月
24
日
（
金
）、

佐
賀
市
駅
前
の
〝
グ
ラ
ン
デ
は
が

く
れ
〟
に
於
い
て
平
成
29
年
度
支

部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

古
藤
新
支
部
長
（
学
19
）の
も
と
、

久
し
振
り
に
２
ケ
タ
（
10
名
）
の

参
加
者
が
集
い
、
和
や
か
で
賑
や

か
な
支
部
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
古
藤
支
部
長
に
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
平
成
28
年
度
会
計

報
告
お
よ
び
会
員
の
近
況
（
お
便

り
）
報
告
を
行
っ
た
後
、
古
川
先

輩（
学
８
）の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り

懇
親
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
食
事
と

会
話
を
楽
し
み
、
お
一
人
お
一
人

の
近
況
や
学
生
時
代
の
思
い
出
な

ど
を
披
露
し
て
も
ら
っ
て
か
ら

は
、
お
互
い
席
を
移
動
し
な
が
ら

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

近
年
若
い
人
の
参
加
が
少
な

く
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、
先
輩
・

後
輩
相
交
わ
っ
て
の
交
流
は
、
青

春
時
代
同
じ
大
学
・
学
部
・
土

地
で
暮
ら
し
た
者
同
士
気
持
ち

が
通
じ
合
い
楽
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
是
非
多
く
の
方
々
の
参

加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

佐
賀
支
部

熊
本
支
部

左
記
の
と
お
り
鳳
陽
会
へ
ご
寄
贈
戴
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
．
図
書

　

一
、
安
部
一
成
先
生
・
ご
夫
婦
追
悼
集「
追
昔
の
影
長
く
し
て
」

	

綾
塚	

幸
徳（
学
７
）

　

一
、「
経
営
者
の
た
め
の
人
手
不
足
解
消
戦
略
」

	

大
和	

一
雄（
学
７
）

２
．
そ
の
他

　

一
、
寄
付
一
万
五
千
円	

Ｎ
Ｋ	

生（
学
32
）

（敬称略）ご  寄  贈
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鳳陽会の事業：全国各支部の活動への助成や情報提供



平成30年度　支部総会 開催予定

下記のとおり支部総会・懇親会の開催が予定されています。奮ってご参加ください。
参加ご希望の方で、支部からご案内が届かない場合は、ご遠慮なく本部へご連絡ください。

（TEL・FAX		083-924-4361　E-mail		houyou99@crocus.ocn.ne.jp）

東北支部 日時：平成30年7月7日（土）または7月14日（土）
場所：天繁（仙台市）

東京支部

日時：平成30年6月2日（土）	正午～
場所：日立金属	和彊館（東京都港区高輪4-10-56）
テーマ：「維新150年！長州での絆を今一度！」
支部事務局：TEL/FAX		03-6435-0523
												　Email		houyoukai-tokyo@bc.wakwak.com

名古屋支部
日時：平成30年5月26日（土）	12：00～15：00
場所：三菱UFJ銀行主税町クラブ
　　　（名古屋市東区主税町3-1）	

京滋支部 日時：平成30年11月10日（土）	11：00～13：30
場所：新・都ホテル（京都駅八条口）

大阪支部

日時：平成30年5月27日（日）	12：00～
場所：ホテルグランヴィア大阪
連絡先：事務局長　伊藤	節（学29）
　　　　TEL	0797-75-2342		FAX	0797-80-3610
　　　　Emai		tipafl528@nifty.com

神戸支部

日時：平成30年12月1日（土）	12：30～
場所：梅の花	元町店（神戸市三の宮）
連絡先：上田	功（学21）	
　　　　TEL	090-3098-8716
　　　　Emai		tora-tora-ueda@sirius.ocn.ne.jp

尾道支部 日時：平成30年9月15日（土）	15：50～
場所：グリーンホテル尾道（JR尾道駅前）	

鳥取支部 日時：平成30年11月に開催予定

防府支部 日時：平成30年7月27日（金）18：30～
場所：割烹松月（JR防府駅てんじんぐち）

山口支部 日時：平成30年5月16日（水）	18：30～
場所：防長苑（山口市湯田温泉）

宇部支部 日時：平成30年7月6日（金）	18：30～
場所：ANAクラウンプラザホテル宇部

香川支部
日時：平成30年5月19日（土）	11：00～14：00
場所：料亭ニ蝶（高松市百間町7-7）
　　　TEL	087-851-7166

愛媛支部 日時：平成30年11月中旬
場所：いよてつ会館（松山市）

北九州支部 日時：平成30年6月27日（水）	18：30～
場所：ステーションホテル小倉

福岡支部 日時：平成30年12月12日（水）18：30～
場所：西鉄グランドホテル

長崎支部 日時：平成30年10月下旬～11月上旬に開催予定

宮崎支部 日時：平成30年9月15日（土）18：00～
場所：ホテルマリックス（宮崎市千草町15-8）

下記の支部は、今年度開催済みです（例年同時期に開催されます）。

米子支部 日時：平成30年4月14日（土）	12：30～
場所：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子

下松・光支部 日時：平成30年4月21日（土）	12：00～
場所：和食処はらだ（下松市東柳2-4-6）

2018年５月15日	 鳳　　　　　 陽	 第163号（5）

鳳陽会の事業：全国各支部の活動への助成や情報提供



第88回 通常総会の決議事項及び報告事項

決議事項

第１号議案　平成29年度決算報告

Ⅰ　正味財産増減計算書
（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 差　異
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　　　特定資産運用益 3,959,678 3,630,078 329,600
　　　　　受取入会金 6,760,000 7,240,000 △ 480,000
　　　　　受取会費 3,331,000 3,129,000 202,000
　　　　　受取寄付金 23,402 203,680 △ 180,278
　　　　　受取広告料 485,000 545,000 △ 60,000
　　　　　受取利息 46,053 4,064 41,989
　　　　　雑収入 134,450 20,922 113,528
　　　　経常収益計 14,739,583 14,772,744 △ 33,161
　　⑵　経常費用
　　　①　事業費 11,140,696 11,407,539 △ 266,843
　　　　　　給料手当 3,273,524 3,403,238 △ 129,714
　　　　　　福利厚生費 490,527 469,351 21,176
　　　　　　教育援助費　　　 1,513,344 1,671,652 △ 158,308
　　　　　　情報交流費 910,678 1,109,330 △ 198,652
　　　　　　減価償却費 520,523 520,523 0
　　　　　　通信運搬費 1,433,250 1,469,208 △ 35,958
　　　　　　消耗品費 54,421 39,297 15,124
　　　　　　「鳳陽」刊行費 1,858,756 1,763,812 94,944
　　　　　　同窓会事業費 900,484 793,922 106,562
　　　　　　光熱水料費 185,189 167,206 17,983
　　　②　管理費 4,765,441 4,850,034 △ 84,593
　　　　　　給料手当 1,407,716 1,539,370 △ 131,654
　　　　　　福利厚生費 210,225 201,152 9,073
　　　　　　会議費 167,789 160,397 7,392
　　　　　　旅費交通費 780,559 624,824 155,735
　　　　　　通信運搬費 363,985 360,515 3,470
　　　　　　減価償却費 223,081 223,081 0
　　　　　　消耗品費 52,438 41,549 10,889
　　　　　　消耗品什器備品費 95,860 74,454 21,406
　　　　　　修繕費 0 0 0
　　　　　　光熱水料費 79,367 71,660 7,707
　　　　　　賃借料 640,900 680,763 △ 39,863
　　　　　　租税公課 272,600 272,600 0
　　　　　　雑費 470,921 599,669 △ 128,748
　　　　経常費用計 15,906,137 16,257,573 △ 351,436
　　　　当期経常増減額 △ 1,166,554 △ 1,484,829 318,275
　２　経常外増減の部
   　⑴　経常外収益
　　　　　退職給付引当金戻入 0 0 0
　　　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用
　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 1,166,554 △ 1,484,829 318,275
　　　　　一般正味財産期首残高 61,868,550 63,353,379 △ 1,484,829
　　　　　一般正味財産期末残高 60,701,996 61,868,550 △ 1,166,554
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
　　　当期指定正味財産増減高 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 120,300,000 120,300,000 0
　　　指定正味財産期末残高 120,300,000 120,300,000 0
Ⅲ　正味財産期末残高 181,001,996 182,168,550 △ 1,166,554

注）上記正味財産増減計算書は、平成20年会計基準で作成

Ⅱ　貸　借　対　照　表
（平成 30 年３月 31 日現在）

（単位：円）
科　　　　目 当年度末 前年度末 増減

Ⅰ　資産の部
　１  流動資産
　　 　   現  金  預  金 16,808,069 17,082,120 △ 274,051
　　　流動資産合計 16,808,069 17,082,120 △ 274,051
　２  固定資産
　 ⑴　特定資産
　　　　　前受入会金引当資産 30,860,000 31,120,000 △ 260,000
　　　　　記念基金引当資産 117,500,000 117,500,000 0
　　　　　建設基金引当資産 1,800,000 1,800,000 0
　　　　　教育研究積立金引当資産 2,000,000 2,000,000 0
　　　　　減価償却引当資産 37,195,506 36,451,902 743,604
　　　　　 特定資産合計 189,355,506 188,871,902 483,604
　 ⑵  その他の固定資産
　　　　　建　　　　　物 8,551,583 9,220,514 △ 668,931
　　　　　建 物 付 属 設 備 86,200 124,700 △ 38,500
　　　　　構　　築　　物 234,697 251,329 △ 16,632
　　　　　什　器　備　品 542,102 561,643 △ 19,541
　　　　　出　　資　　金 30,000 30,000 0
　　　　　投 資 有 価 証 券 2,610,944 3,337,598 △ 726,654
　　　　その他の固定資産合計 12,055,526 13,525,784 △ 1,470,258
　　　固定資産計 201,411,032 202,397,686 △ 986,654
　　　　　　　　　　　資産合計 218,219,101 219,479,806 △ 1,260,705
Ⅱ　負債の部
　１　流動負債
　　　　預　　 り　  金 0 9,720 △ 9,720
　　　　未　　 払　　金 177,105 81,536 95,569
　　　　前　　 受　　金 6,180,000 6,100,000 80,000
　　　流動負債合計 6,357,105 6,191,256 165,849
　２　固定負債
　　　　前受入会金 30,860,000 31,120,000 △ 260,000
　　　　退職給付引当金 0 0 0
　　　固定負債合計 30,860,000 31,120,000 △ 260,000
　　　　　　　　　　　負債合計 37,217,105 37,311,256 △ 94,151
Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産 120,300,000 120,300,000 0
　　　（うち特定資産への充当額） 120,300,000 120,300,000 0
　２　一般正味財産 60,701,996 61,868,550 △ 1,166,554
　　　（うち特定資産への充当額） 38,195,506 37,451,902 743,604
　正味財産合計 181,001,996 182,168,550 △ 1,166,554
　　      負債及び正味財産合計 218,219,101 219,479,806 △ 1,260,705

註）上記貸借対照表は、平成20年会計基準で作成

Ⅲ　財務諸表に対する注記

１　重要な会計方針
　⑴　有価証券の評価基準及び評価方法
　　　満期保有目的の債券：償却原価法（定額法）によっている。
　⑵　固定資産の減価償却の方法　
　　　法人税法に規定する旧定額法及び定額法によっている。
　⑶　リース取引の処理方法
　　　通常の賃貸借取引に係る方法によっている。
２　会計方針の変更
　　財務諸表の様式等、新公益法人会計基準（平成 20 年基準）に準拠している。
３　特定資産の増減額及びその残高
　　特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
特定資産
　前受入会金引当資産
　記念基金引当資産
　建設基金引当資産
　教育研究積立金引当資産
　減価償却引当資産　

31,120,000
117,500,000

1,800,000
2,000,000

36,451,902

6,500,000 
0
0  
0

 743,604

        
6,760,000          

         0         
         0          
         0
         0          

30,860,000
117,500,000

1,800,000
2,000,000

37,195,506
合　　　　計 188,871,902        7,243,604 6,760,000         189,355,506

−１− −２−
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報告事項

Ⅰ　平成29年度事業報告

１　教育支援事業（母校、地域、在学生への支援）
　⑴　経済学部との連携による、学生の就職活動に対する支援の推進

①　就職アドバイザー４人による学生の就職相談への対応
　　毎週、月・火・木・金曜日の14：30 ～ 16：30 実施（経済

学部就職相談室）
②　模擬面接の実施（10月18日～ 12月６日の間の水曜日に６回

実施、 参加企業：６社）
　　企業等の人事担当者、就職アドバイザーが面接官になり、学

生を対象とした集団模擬面接を実施
　⑶　経済学部職業会計人コースに対する支援及び助成　　

①　全国大学対抗簿記大会への助成
②　公認会計士試験、税理士試験合格者の表彰、副賞助成
③　経済学部職業会計人コース奨学金造成に対する助成

　⑷　グローバル人材育成に対する助成
① 　英会話集中講義に対する助成（８月１・２日（Ａ日程）、８月

３・４日（Ｂ日程））
　　経済学部及び他学部の学生等を対象に、外部（プール学院大

学）の外人講師を招聘して実施
　⑸　公益財団法人山口大学後援財団に対する支援

      　日中学術交流活動に対する寄附
　⑹ 　経済学部の学科別成績優秀者及びTOEIC成績優秀者の表彰、

副賞助成

２　交流事業
　⑴ 　山口大学同窓会（各学部同窓会の連合同窓会）を支援し、他学

部同窓会との交流を促進
      山口大学ホームカミングデーへの積極的参加等

　⑵ 　卒業時、卒業生（新会員）に「鳳陽会」の紹介冊子「花なき山の…」
及び記念品（シャープペンシル）を配付するとともに、住所の連絡、
支部活動への参加、会費の納入を依頼

　⑶　会員と学生との積極的交流
①　 学生ゼミ連主催の「卒業祝賀会」への会員（役員、山口支部会

員等）の積極的な出席
②　山口支部総会への山口大学留学生の招待等

　⑷ 　新入生の保護者を対象とした「保護者懇談会」において、「鳳陽
会」の沿革、活動内容を紹介し、同窓会活動に対する理解を求めた。

　⑸ 　中央寮歌祭（東京支部）、岡山寮歌祭（岡山支部）への参加に対
する支援

３　同窓会関係事業
　⑴ 　第87回通常総会（全国総会）を開催し、会員相互の交流を促進

した。

４　特定資産の財源等の内訳
　　特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　　　目 当期末残高
( うち指定正
味 財 産 か ら
の充当額 )

( うち一般正
味 財 産 か ら
の充当額 )

( うち負債に
対応する額 )

特定資産
　前受入会金引当資産
　記念基金引当資産
　建設基金引当資産
　教育研究積立金引当資産
　減価償却引当資産

30,8600,000
117,500,000

1,800,000
  2,000,000
 37,195,506

0          
117,500,000
  1,800,000

1,000,000
0

0
0
0

1,000,000
37,195,506        

30,860,000
0
0 
0
0

合　　　計 189,355,506 120,300,000  38,195,506  30,860,000
５　担保に供している資産
　　担保に供している資産はない。
６　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりで
ある。

項　　　目 取 得 価 額 減価償却累計額 当期末残高
建　　　　 物
建物付属設備
構　 築   物
什 器 備  品

    37,162,833
       500,000
     1,868,000
     7,079,255

     28,611,250
413,800          

      1,633,303
      6,537,153

 8,551,583
      86,200

234,697
542,102

合　　 　計     46,610,088      37,195,506   9,414,582
７　保証債務等の偶発債務
　　保証債務等の偶発債務はない。
８　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価益は、次のと
おりである。

科　　　  　目 帳簿価額 時　　価 評価損益
オランダ水道整備金融公庫
コミューンインベストⅠ
大阪府公募公債

50,000,000
24,686,450
50,000,000
10,000,000

**********
**********
**********       
10,175,000

**********      
********** 
**********     

175,000 
合　　　  　計  134,686,450 ********** **********

９　関連当事者との取引の内容
　　関連当事者との取引はない。
10　重要な後発事象
   　重要な後発事象はない。

Ⅳ　監  査  報  告  書

第２号議案　役員の選任
理事　候補者（敬称略）

氏　　名 卒期 支部 備考 氏 　 名 卒期 支部 備考
吉　岡　博　美 学18 東　京 重任 久　芳　博　安 学19 山　口 重任
髙　木　　　 寬 学19 東　京 重任 石　畠　克　幸 学26 山　口 重任
松　永　昭　博 学21 東　京 重任 爲　近　美由紀 学24 宇　部 重任
羽　根　　　彰 学29 大　阪 重任 日　髙　義　隆 学21 北九州 重任
山　下　秀　雄 学26 広　島 新任 鬼　木　和　夫 学17 福　岡 重任

監事　候補者（敬称略）
氏　　名 卒期 支部 備考 氏　　名 卒期 支部 備考

西　田　正　人 学20 宇　部 重任 森　　　敏　明 学23 山　口 重任

−３− −４−

2018年５月15日	 鳳　　　　　 陽	 第163号（7）

鳳陽会の事業：教官、在学生の国際交流活動へ助成 鳳陽会の事業：本誌「鳳陽」の編集、発行、発送



・　日　時 　 平成29年６月17日㈯　 16：00 ～ 19：00
・　場　所  　〒530-0001 大阪市北区梅田三丁目１番１号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホテルグランヴィア大阪
・　出席者  　約200名（経済学部の招待学生：３名）

　⑵　各支部総会への積極的参加
　　　名古屋支部、京滋支部等14支部に出席
　⑶　会員の動静管理や鳳陽会関係資料の充実

　各支部との連携の下、会員の動静把握・整理や各支部・会員へ
のデータ提供を行うとともに、鳳陽会関係資料の充実に努めた。

４　会報発行事業
　⑴　機関誌｢鳳陽｣の編集、発行及び送付・配付　（年３回）
　　・　第160号（５月発行）

　　従来どおり、海外会員を含む全会員（住所判明者：約12,700
名）へ送付

　　・　第161（９月発行）、第162号（１月発行）
　　当会の財政状況を踏まえ、正会員（年会費納入会員及び賛助

会費納入会員：約2,900名）のみ送付
　　・ 　経済学部の教官（現・旧）、大学院経済研究科の在学生、経済

学部生及び新入生保護者等に配付
　　・ 　山口大学本部（総務部）、他学部同窓会及び他大学同窓会等へ

送付
５　本年度の重点施策

　年度当初に掲げた重点施策である鳳陽会活動の活性化の推進、財
政基盤の健全化の推進、 経済学部との一層の連携強化に向けて、次
のとおり取り組んだ。

　⑴　鳳陽会各支部の活動に関するアンケート
　　・ 　鳳陽会の全国40支部を対象にアンケートを実施し、その結

果を取りまとめた。
　　・ 　アンケート結果を役員、顧問及び各支部長宛て送付し、情報

を共有
　⑵　アンケート結果に基づく具体策についての検討・方針決定
　　・ 　理事５名で構成する具体策検討プロジェクトチームを設置

し、具体策への取組について議論を重ね、「アンケート結果に
基づく具体策への取組」を取りまとめた。

　　・ 　理事会において「アンケート結果に基づく具体策への取組」
について審議し、取組方針を決定した。

Ⅱ　公益目的支出計画実施報告

□ 　平成29年度（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）の
概要

　１　公益目的財産額 177,256,123円

　２　当該事業年度の公益目的収支差額（⑴＋⑵－⑶） 21,559,827円
　　⑴　前事業年度末日の公益目的収支差額 17,499,374円
　　⑵　当該事業年度末日の公益目的支出の額 4,060,453円
　　⑶　当該事業年度の実施事業収入の額 ０円

　３　当該事業年度末日の公益目的財産残額 155,696,296円
　
　４ 　２の欄に記載した額が計画に記載した見込み額と異なる場合、

その概要及び理由
　平成29年度は、実績額が公益目的支出計画の計画額を下回り、
公益目的収支差額も計画額を下回っているが、平成30年度には休
止していた寄附講座を再開することとしており、公益目的支出計
画は、完了予定事業年度である平成64年度までには完了できる見
込みである。
　実績額が計画額を下回った主な要因は、平成29年度寄附講座
の休止である。また、簿記大会団体チームの優勝がなく支援・助

成の実績がなかったこと、講演会、シンポジウム等の開催実績が
なく、見込んでいた経費が必要なくなったため、実績額が計画額
を下回った。

□　公益目的支出計画の状況
　１ 　公益目的支出計画の完了事業年度の末日（計画上の完了見込み） 
 平成65年３月31日

　２　公益目的財産の状況 （単位：円）
前事業年度 当該事業年度 翌事業年度

計　画 実　績 計　画 実　績 計　画
公益目的
財 産 額 177,256,123 177,256,123 177,256,123 177,256,123 177,256,123

公益目的
収支差額 18,013,600 17,499,374 22,517,000 21,559,827 27,020,400

公益目的
支出の額 4,503,400 3,906,384 4,503,400 4,060,453 4,503,400

実施事業
収入の額 ０ ０ ０ ０ ０

公益目的
財産残額 159,242,523 159,756,749 154,739,123 155,696,296 150,235,723

□　実施事業（教育支援事業・継続事業）の状況等
　１　事業の概要
　　⑴　当該事業に係る公益目的支出の見込額 4,403,400円
　　⑵　当該事業に係る実施事業収入の見込額 ０円

　２　当該事業実施年度の実施状況
　　⑴　当該事業に係る公益目的支出の額 3,960,453円
　　⑵　当該事業に係る実施事業収入の額 ０円
　　⑶　（⑴－⑵）の額 3,960,453円
　　⑷　当該事業に係る損益計算書の費用の額 3,960,453円
　　⑸　当該事業に係る損益計算書の収益の額 ０円
　　⑹　事業の実施状況
　　　ア　経済学部及び学生に対する教育支援事業
　　　　 　職業会計人コースに対する支援・助成、就職活動に対する支援
　　　イ 　講演会、シンポジウム及び関連諸行事に対する支援及び実績
　　　　　実績なし。

　３　実施事業資産の状況等 （単位：円）

資産の名称 前事業年度末日の
帳簿価格

当該事業年度末日
の帳簿価格 使用の状況

建　　　物 2,766,158 2,565,482 計画どおり、引き続き
当該事業で使用

建物付属設備 37,415 25,870 計画どおり、引き続き
当該事業で使用

構　築　物 75,396 70,404 計画どおり、引き続き
当該事業で使用

什 器 備 品 168,487 162,619 計画どおり、引き続き
当該事業で使用

□ 　特定寄附（公益財団法人山口大学後援財団に対する寄附）の実施
状況

　１　当該寄附の相手方の名称及び所在場所
   　⑴　名　　称　　公益財団法人　山口大学後援財団
  　 ⑵　所在場所　　山口県山口市吉田 1677- １

　２　寄附の実施状況等
   　⑴　寄附内容　　日中学術交流等助成事業への寄附
   　⑵　実施時期　　平成28年12月１日
   　⑶　財 源 等　　会費及び入会金収入

　　　⑷　当該寄附に係る公益目的支出の額 100,000円
　　　⑸　当該寄附に係る損益計算書の費用の額 100,000円

−５− −６−

第163号	 鳳　　　　　 陽	 2018年５月15日 （8）

「鳳陽会」は、皆様方の年会費を基本にして運営しています。 鳳陽会の事業：会員の異動等、動静を把握して、集中管理



Ⅲ　平成30年度事業計画
１　教育支援事業（母校、地域、在学生への支援）
　⑴ 　寄付講座（経済学部特殊講義Ⅰ）の開講（平成30年10月～平成

31年１月の毎週金曜日）
　講師４名（各３回担当）、聴講生毎回10名。これまでの講義形式を
見直し、ゼミ形式で再開する。

　⑵ 　経済学部との連携による学生の就職活動に対する支援の推進
　就職アドバイザー（鳳陽会会員）による個別相談、企業人事担当者
及び就職アドバイザーによる模擬面接の実施等

　⑶　経済学部職業会計人コースに対する支援及び助成
　全国大学対抗簿記大会及び海外研修費用の助成、公認会計士試
験、税理士試験合格者の表彰

　⑷ 　経済学部における国際交流及びグローバル人材育成に対する支
援及び助成

　　　外人講師による英会話集中講義への助成
　⑸ 　卒業生、在学生の各学年、各学科の成績優秀者及びTOEIC成

績優秀者の表彰
　⑹ 　教育、ゼミ活動、研究充実のための支援、助成及び講演会等の

後援
　⑺　学生ゼミナール連合協議会主催の「卒業祝賀会」への助成
　⑻　山口大学後援財団の日中学術交流事業への支援

２　交流事業　　　　　　　　　　　　　　　
　⑴　山口大学同窓会活動（ホームカミングデー等）への積極的参加
　⑵　山口大学他学部同窓会及び他大学同窓会との交流の促進
　⑶ 　卒業生（新会員）へ鳳陽会紹介冊子「花なき山の･･･」、記念品配

付、贈呈
　⑷ 　新入学生の「保護者懇談会」等で「鳳陽会」を紹介し、同窓会活

動に対する理解を促進
　⑸ 　山口支部総会への学生招待等、学生（留学生を含む。）と各支部

との交流への積極的支援
　⑹　寮歌祭参加支部への支援（中央寮歌祭）　　　　　　　　　
　⑺　本部ホームページの改善・充実、支部ホームページの開設
　⑻ 　本部情報システムの改善（名簿管理システムの改善、パソコン

機器の更新）

３　同窓会関係事業
　⑴　各支部に対し「支部支援費」を配分して、支部活動を支援
　⑵ 　具体策の取組に当たり、本部と支部が一体となった体制を整え

るため、全国支部長会議を開催
　⑶ 　鳳陽会の厳しい財政状況の改善の一方策として、会員の誰から

も寄付金を受け入れることができる「寄付制度の創設」について、
検討を進める。

　⑷ 　新卒業生及び既卒業生の動静把握、会員名簿の整理・充実に努
め、会員動静を一層把握

　⑸ 　支部に対する積極的支援により、支部組織の強化・再編に取り
組む。

　⑹ 　各支部総会等において、山口大学、経済学部の資料及び山口地
域の情報を提供する。

　⑺ 　会員の動静管理、鳳陽会関係資料の一層の充実、会員データの
迅速な検索、抽出及び提供

　⑻　山口で開催される同期会等を積極的に支援
　⑼ 　通常総会を全国の主要都市持ち回りで開催し、同窓生の交流に

資する。
　平成30年度： 第88回通常（全国）総会、６月16日㈯、山口グランド

ホテルで開催

４　会報発行事業
　⑴ 　会員及び学生からも親しまれる、読みやすい同窓会誌 ｢鳳陽｣

を目指して、年３回編集、発行
①　第163号（５月発行）は、従来どおり海外会員を含む全会員

に送付
②　第164号（９月発行）・第165号（１月発行）は、当会の財

政状況を踏まえ、正会員（年会費納入会員及び賛助会費納入会
員）のみに送付

③　経済学部の教官（現・旧）や在学生、大学本部、他学部同窓
会、他大学同窓会等に配付・送付

　⑵　110周年記念号の発行
　164号（９月発行）を充実する形で、機関誌「鳳陽」の110周年記念
号を発行

５　本年度の重点施策（再掲）
　鳳陽会110周年を期し、鳳陽会の同窓会活動の活性化を図り、次
の世代に同窓会活動を繋いでいくために、アンケート結果に基づく

−７− −８−

具体策として、次の３項目を柱として展開する。
　⑴　組織運営体制の強化

　同窓会活動の基本である会員の動静把握に努めるとともに、支部組
織の強化・再編に取り組み、鳳陽会の組織運営体制の強化を図る。

　⑵　110周年の節目に
　支部活動の支援、寄付制度の創設、機関誌「鳳陽」の110周年記
念号の発行、定期発行分の内容の充実を始めとする具体策について
の検討・取組を進め、鳳陽会の同窓会活動の活性化を図る。

　⑶　全国支部長会議の開催
　具体策への取組に当たり、全国40支部に周知徹底し、本部と支部
が一体となって取り組む体制を整えるため、「全国支部長会議」を開
催する。

Ⅳ　平成30年度　収支予算
（単位：円）

科　　　　　目 当年度予算 前年度予算 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　　特定資産運用益 3,069,000 5,420,000 △ 2,351,000
　　　　受取入会金 7,600,000 7,600,000 0
　　　　受取会費 3,200,000 3,200,000 0
　　　　受取寄付金 100,000 100,000 0
　　　　受取広告料 665,000 485,000 180,000
　　　　受取利息 5,000 5,000 0
　　　　雑収入 70,000 70,000 0
　　　経常収益合計 14,709,000 16,880,000 △ 2,171,000
　　⑵　経常費用
     　 ①　事業費 20,071,000 12,045,000 8,026,000
　　　　　給料手当 3,278,000 3,266,000 12,000
　　　　　福利厚生費 480,000 476,000 4,000
　　　　　教育援助費　　　 2,140,000 2,140,000 0
　　　　　情報交流費 2,020,000 1,010,000 1,010,000
　　　　　減価償却費 521,000 521,000 0
　　　　　通信運搬費 1,450,000 1,490,000 △ 40,000
　　　　　消耗品費 30,000 30,000 0
　　　　　「鳳陽」刊行費 1,850,000 1,800,000 50,000
　　　　　同窓会事業費 8,134,000 1,154,000 6,980,000
　　　　　光熱水料費 168,000 158,000 10,000
　　　②　管理費 4,933,000 4,835,000 98,000
　　　　　給料手当 1,426,000 1,414,000 12,000
　　　　　福利厚生費 218,000 217,000 1,000
　　　　　会議費 150,000 150,000 0
　　　　　旅費交通費 580,000 660,000 △ 80,000
　　　　　通信運搬費 440,000 380,000 60,000
　　　　　減価償却費 223,000 223,000 0
　　　　　消耗品費 130,000 130,000 0
　　　　　消耗品什器備品費 80,000 80,000 0
　　　　　修繕費 40,000 40,000 0
　　　　　光熱水料費 72,000 68,000 4,000
　　　　　賃借料 760,000 740,000 20,000
　　　　　租税公課 284,000 273,000 11,000
　　　　　雑費 530,000 460,000 70,000
　　　経常費用合計 25,004,000 16,880,000 8,124,000
　　　当期経常増減額 △ 10,295,000 0 △ 10,295,000
　２　経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　　経常外収益合計 0 0 0
　⑴　経常外費用
　　　経常外費用合計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 △ 10,295,000 0 △ 10,295,000
　　　一般正味財産期首残高 60,701,996 61,868,550 △ 1,166,554
　　　一般正味財産期末残高 50,406,996 61,868,550 △ 11,461,554
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　当期指定正味財産増減高 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 120,300,000 120,300,000 0
　　　指定正味財産期末残高 120,300,000 120,300,000 0
Ⅲ　正味財産期末残高 170,706,996 182,168,550 △ 11,461,554
注）上記収支予算は、平成20年会計基準の損益ベ－スで作成
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鮎
川
義
介
我
が
道
を
往
く
（
第
５
回
）

松　
野　
浩　
二  （
学
１
）

ア
メ
リ
カ
に
出
発

身
分
を
か
く
し
て
芝
浦
で
の

現
場
作
業
は
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
身
分
が
ば
れ

て
し
ま
っ
た
。
鮎
川
が
、
手

伝
っ
た
起
重
機
の
操
作
を
誤
っ

て
相
棒
の
足
の
親
指
を
潰
し
て

し
ま
っ
た
。
入
院
し
た
彼
を
鮎

川
は
終
始
見
舞
っ
た
。
そ
ん
な

あ
る
日
、
井
上
家
に
恩
賜
の
菊

の
御
紋
入
り
の
菓
子
が
届
け
ら

れ
た
。
そ
の
一
片
を
頂
戴
し
た

の
で
、
そ
れ
を
入
院
し
て
い
る

彼
に
差
し
入
れ
し
た
こ
と
か
ら

足
が
つ
い
て
、
鮎
川
の
素
性
が

知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か

ら
仲
間
の
職
工
た
ち
の
態
度
が

が
ら
り
と
変
わ
り
、
気
安
く
付

き
合
っ
て
く
れ
な
く
な
っ
た
。

居
心
地
が
悪
く
な
っ
た
の
で
職

場
を
変
え
て
も
ら
い
、
機
械
、

鍛
造
、
板
金
、
組
み
立
て
な
ど

を
転
々
と
し
、
最
後
は
鋳
物
工

場
で
作
業
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

職
工
の
給
与
は
安
く
、
小
遣

い
に
不
自
由
し
た
の
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
始
め
た
。
そ
の
一
つ
に

報
知
新
聞
が
計
画
し
て
い
る
フ

ラ
ン
ス
製
三
色
刷
り
の
輪
転
機

の
据
え
付
け
工
事
が
あ
っ
た
。

新
聞
の
色
刷
り
は
我
が
国
で
初

め
て
と
い
う
の
で
、
こ
れ
は
面

白
い
と
引
き
受
け
た
。
当
時
の

職
工
は
和
服
に
襷
掛
け
で
あ
っ

た
の
で
、
天
井
か
ら
下
が
っ
て

い
る
ベ
ル
ト
に
、
た
も
と
が
巻

き
込
ま
れ
怪
我
人
が
多
発
し
た
。

鮎
川
は
ベ
ル
ト
を
床
の
下
に
移

す
こ
と
を
考
え
つ
い
て
設
計
を

変
更
し
た
。
結
果
は
大
成
功
で
、

感
謝
状
と
賞
金
300
円
を
も
ら
っ

た
。
職
工
の
日
給
45
銭
の
当
時

と
し
て
は
大
金
で
あ
る
。

こ
の
間
に
も
余
暇
を
割
い
て
、

大
学
時
代
と
同
じ
く
、
い
ろ
ん

な
工
場
を
見
学
し
た
。
そ
し
て

「
我
が
国
で
成
功
し
て
い
る
企

業
は
す
べ
て
西
欧
の
模
倣
で
あ

る
。
一
方
、
日
本
の
古
く
か
ら

の
『
も
の
つ
く
り
』
に
は
進
歩
の

跡
が
見
え
な
い
。
例
え
ば
、
呑

む
人
の
少
な
い
ビ
ー
ル
は
外
国

の
醸
造
所
を
模
倣
し
て
堂
々
た

る
工
場
を
構
え
、
大
学
卒
の
技

術
屋
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
呑
む
人
の
多
い
日
本
酒

は
依
然
と
し
て
昔
な
が
ら
の
製

法
を
変
え
て
い
な
い
。

こ
ん
な
状
況
で
は
手
本
に
な

る
先
生
は
日
本
に
は
い
な
い
。

外
国
に
出
か
け
て
勉
強
す
る
以

外
に
方
法
が
な
い
と
、
外
国
留

学
と
修
行
を
決
心
し
た
。

行
先
は
ア
メ
リ
カ
と
決
め
た
。

狙
い
は
鋼
管
か
可
鍛
鋳
鉄
鋳
物

で
あ
る
。

第
一
希
望
の
鋼
管
工
場
は
技

術
は
社
外
秘
で
あ
る
と
断
ら
れ

た
の
で
、
第
二
希
望
の
可
鍛
鋳

鉄
を
狙
っ
た
。
た
ま
た
ま
三
井

物
産
が
台
湾
の
工
場
で
使
う
自

動
車
連
結
器
を
取
り
次
い
で
い

た
関
係
で
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
と

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
中
間
に
あ
る
デ

ピ
ュ
ー
と
い
う
田
舎
町
に
あ
る

コ
ウ
プ
ラ
ー
の
工
場
に
週
給
5

ド
ル
の
見
習
工
と
し
て
採
用
さ

れ
た
。
さ
ら
に
イ
リ
ー
市
の
マ

リ
ア
ブ
ル
・
ア
イ
ア
ン
の
工
場

に
移
り
、
研
究
と
現
場
作
業
に

取
り
組
む
よ
う
に
お
膳
立
て
し

た
。日

露
戦
争
が
終
結
し
て
ポ
ー

ツ
マ
ス
条
約
が
締
結
（
9
月
5

日
）
さ
れ
て
2
ヶ
月
後
の
明
治

38
年
11
月
、
横
浜
港
か
ら
グ

レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
の
デ
コ
ダ

号
に
乗
り
込
み
シ
ア
ト
ル
に
向

か
っ
た
。

船
室
は
4
等
で
、
船
尾
の
ス

ク
リ
ュ
ウ
に
接
し
た
穴
蔵
の
よ

う
な
移
民
向
け
の
部
屋
で
あ
っ

た
。
時
化
の
時
は
ス
ク
リ
ュ
ウ

が
空
転
す
る
音
で
と
て
も
眠
れ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
も

か
く
、
シ
ア
ト
ル
に
入
港
し
た

の
が
、
11
月
29
日
、
13
日
間
の

船
旅
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
三

井
物
産
の
人
た
ち
の
案
内
で
、

汽
車
を
乗
り
換
え
乗
り
換
え
し

て
6
昼
夜
か
か
っ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
。

日
本
を
取
り
巻
く
情
勢

鮎
川
が
生
ま
れ
た
の
は
明
治

13
年
（
1880
）、
ア
メ
リ
カ
に
向
っ

て
旅
立
っ
た
の
が
明
治
39
年
で

あ
る
。
そ
の
間
26
年
間
の
波
乱

に
満
ち
た
日
本
と
世
界
の
情
勢

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

ペ
リ
ー
の
来
航
で
幕
を
開
け

た
幕
末
が
そ
の
幕
を
閉
じ
、
日

本
が
手
探
り
で
新
国
家
建
設
に

立
ち
上
が
ろ
う
と
し
、
日
清
、

日
露
の
二
つ
の
大
戦
に
勝
利
し
、

世
界
列
強
の
仲
間
入
り
を
し
た

の
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
期
間
に

該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

国
内
情
勢

明
治
新
政
府
は
、
五
ヶ
条
の

御
誓
文
で
「
知
識
を
世
界
に
求

め
、
広
く
皇
基
を
揮
興
す
べ

し
」
と
高
ら
か
に
宣
言
し
、
外

国
に
門
戸
を
開
い
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
前
に
大
き
な
障
害
が

立
ち
塞
が
っ
て
い
た
。
幕
府
が

諸
外
国
と
結
ん
だ
修
好
通
商
条

約
の
改
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
新

生
日
本
の
急
務
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
改
定
し
な
け
れ
ば
日
本
の

財
政
は
安
定
し
な
い
。
明
治
政

府
は
必
死
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
お
よ
び
諸
外
国
と

結
ん
だ
修
好
通
商
条
約
は
「
修

好
」
と
は
ほ
ど
遠
い
不
平
等
条

約
で
あ
っ
た
。
独
立
国
が
締
結

す
る
条
約
で
は
な
い
。
外
国
は

日
本
を
半
植
民
地
と
み
な
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
領
事
裁
判
権
で
あ
る
。

日
本
で
外
国
人
が
犯
罪
を
犯
し

た
場
合
、
そ
の
裁
判
権
は
日
本

側
に
は
な
く
、
当
該
外
国
の
領

事
が
開
く
裁
判
所
に
よ
っ
て
こ

れ
を
裁
く
と
い
う
条
約
で
あ
る
。

世
界
に
通
用
す
る
近
代
的
な
法

体
系
を
持
っ
て
い
な
い
日
本
に

任
せ
る
訳
に
は
い
か
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
征
韓
論
で
敗
れ

た
前
の
参
議
、
江
藤
新
平
が
謀

反
の
容
疑
で
捕
え
ら
れ
た
が
、

裁
判
も
な
く
即
刻
処
刑
さ
れ
た

事
件
を
外
国
は
見
逃
し
て
い
な

い
。
何
よ
り
新
政
府
の
大
官
は

つ
い
先
ご
ろ
ま
で
、
攘
夷
と
称

し
て
外
人
斬
り
に
奔
走
し
て
い

た
前
科
が
あ
る
。
大
隈
重
信
は

国
内
裁
判
に
外
国
人
判
事
を
起

用
す
る
と
い
う
奇
手
を
提
唱
し

た
が
、
右
翼
団
体
の
玄
洋
社
の

暗
殺
の
標
的
と
な
り
、
馬
車
に

爆
弾
を
投
げ
込
ま
れ
て
片
足
を

失
っ
た
。
ま
さ
に「
血
み
ど
ろ
」

の
条
約
改
正
運
動
で
あ
っ
た
。

次
に
旧
条
約
に
は
関
税
自
主

権
が
な
か
っ
た
。
日
本
に
輸
入

す
る
物
品
に
日
本
の
定
め
た
関

税
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

相
手
任
せ
で
あ
る
。
国
際
慣
習

を
知
ら
な
い
日
本
は
、
い
ざ
と

な
れ
ば
ベ
ラ
ボ
ー
な
輸
入
関
税

を
か
け
て
く
る
恐
れ
が
あ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
不
平
等
条
約
の
改
定
は

明
治
新
政
府
の
悲
願
で
あ
り
、

血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
を
続

け
る
こ
と
実
に
30
年
に
及
ん
だ
。

対
等
な
新
条
約
が
締
結
さ
れ
る

の
は
明
治
32
年
で
あ
る
。
そ
の

間
に
流
出
し
た
日
本
の
富
は
莫

大
な
も
の
が
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
幕
府

が
認
可
し
た
諸
契
約
の
後
始
末

で
あ
る
。

プ
ロ
シ
ャ
（
ド
イ
ツ
）
は
、
ど

さ
く
さ
に
紛
れ
て
、
北
海
道
七

重
村
を
租
借
し
て
し
ま
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
東
京
、
横
浜
間
の

鉄
道
建
設
と
そ
の
経
営
権
を
手

に
入
れ
た
。
実
現
す
れ
ば
駅
と

沿
線
は
治
外
法
権
と
な
る
。
イ

ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
は
横
浜
、

神
戸
、
大
阪
な
ど
の
居
留
地
内

に
堂
々
と
軍
隊
を
駐
留
さ
せ
た
。

横
浜
の
そ
れ
は
2
万
坪
に
及
ぶ

広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
問
題
は
新
政
府
が
そ
れ
ぞ

れ
の
国
と
交
渉
し
て
白
紙
に
戻

し
た
。
勿
論
タ
ダ
で
は
す
ま
な

か
っ
た
。

国
際
情
勢

当
時
の
欧
米
先
進
国
の
状
況
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は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
七
つ
の

海
を
支
配
し
て
い
た
大
英
帝
国

で
あ
っ
た
。
こ
の
国
は
い
ち
早

く
産
業
革
命
を
成
功
さ
せ
て
世

界
の
工
場
と
な
り
、
強
大
な
海

軍
と
世
界
中
に
拡
げ
た
海
運
網

に
よ
っ
て
製
品
を
世
界
中
に
売

り
さ
ば
い
た
。
そ
れ
を
可
能
に

し
た
の
が
蒸
気
船
の
登
場
で

あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
い
ち
早
く
大
西

洋
航
路
を
開
い
た
だ
け
で
な
く
、

ロ
ン
ド
ン
・
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
・

マ
ル
タ
島
・
ス
エ
ズ
運
河
・
イ

ン
ド
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
・

上
海
に
至
る
航
路
を
開
い
た
。

情
報
網
に
関
し
て
も
抜
か
り
は

な
か
っ
た
。
日
本
が
戊
辰
戦
争

を
戦
っ
て
い
る
頃
に
は
電
信

ケ
ー
ブ
ル
を
大
西
洋［
1886
］と
イ

ン
ド
洋［
1870
］に
敷
設
し
て
い
る
。

ま
さ
に
「
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ

ニ
カ
」で
あ
っ
た
。

日
清
戦
争

青
写
真
を
持
た
な
い
で
船
出

し
た
日
本
丸
も
、
次
第
に
近
代

国
家
と
し
て
体
制
を
整
え
て

い
っ
た
。
憲
法
も
制
定
し
た
。

国
会
も
開
催
し
た
。
教
育
勅
語

も
軍
人
勅
語
も
下
賜
さ
れ
た
。

目
指
す
の
は「
国
民
国
家
」の
建

設
で
あ
る
。

明
治
20
年
半
ば
、
日
本
と
清

国
は
朝
鮮
の
統
治
介
入
を
巡
っ

て
対
立
し
、
つ
い
に
戦
火
を
交

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

清
国
は
ア
ヘ
ン
戦
争
や
ア

ロ
ー
号
事
件
な
ど
で
大
き
な
打

撃
を
被
っ
た
が
、
依
然
、
ア
ジ

ア
の
強
大
な
帝
国
で
、
ま
さ
に

「
眠
れ
る
獅
子
」
と
目
さ
れ
て
、

日
本
よ
り
国
力
は
上
と
み
な
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
を
支
え
て
い

た
の
が
海
軍
力
で
あ
っ
た
。
李

鴻
章
が
創
設
し
た
北
洋
艦
隊
の

「
定
遠
」「
鎮
遠
」
は
排
水
量

7
千
ト
ン
、
30.5
セ
ン
チ
砲
4
門

を
備
え
た
戦
艦
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
日
本
が
頼
み
に
す

る
主
力
艦
の
松
島
、
橋
立
、
厳

島
の
3
艦
は
4
千
ト
ン
の
重
巡

洋
艦
で
あ
る
。

し
か
し
、
清
国
内
で
は
軍
閥

が
割
拠
し
、
李
鴻
章
は
北
京
の

軍
閥
衛か

門も
ん
と
抗
争
を
繰
り
返
し

て
い
た
。
し
か
も
北
洋
艦
隊
は

李
鴻
章
の
私
設
艦
隊
で
あ
り
、

兵
の
練
度
も
低
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
は
戊
辰

戦
争
や
西
南
戦
争
の
内
戦
を
経

て
、
明
治
新
政
府
は
「
国
民
国

家
」
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
を
整

え
て
い
た
。
国
民
も
そ
れ
を
自

覚
し
始
め
、
日
清
戦
争
は
国
を

挙
げ
て
の
総
力
戦
が
可
能
で

あ
っ
た
。
そ
の
差
が
戦
い
を
決

し
た
一
番
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

日
本
は
巨
額
の
賠
償
金
2
億

両（
3
億
円
）を
手
中
に
お
さ
め

た
。
当
時
の
国
家
予
算
を
大
き

く
超
え
る
金
額
で
あ
る
。
こ
の

資
金
で
日
本
資
本
主
義
の
発
展
、

育
成
の
た
め
の
財
源
を
得
た
。

こ
の
戦
い
は
ア
ジ
ア
の
歴
史

を
変
え
た
。

鮎
川
は
山
口
県
立
山
口
尋
常

中
学
校
在
学
中
で
あ
っ
た
。

日
英
同
盟

大
英
帝
国
に
と
っ
て
気
に
な

る
存
在
が
あ
っ
た
。
北
の
大
国

ロ
シ
ヤ
で
あ
る
。
極
北
の
ロ
シ

ヤ
は
何
と
し
て
も
不
凍
港
を
手

に
入
れ
た
い
と
、
あ
の
手
こ
の

手
を
繰
り
出
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
イ
ギ
リ

ス
の
包
囲
網
を
破
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
こ
で
目
を
付
け
た

の
が
極
東
の
清
国
で
あ
る
。

日
清
戦
争
で
日
本
が
手
に
入

れ
た
遼
東
半
島
の
権
益
を
、
三

国
干
渉
で
強
引
に
返
還
さ
せ
、

そ
の
後
、
旅
順
と
大
連
を
占
領

す
る
と
い
う
文
明
国
家
と
し
て

正
当
性
を
失
う
よ
う
な
こ
と
ま

で
し
て
不
凍
港
を
手
に
入
れ
た
。

次
は
イ
ン
ド
を
狙
い
か
ね
な
い
。

こ
れ
に
危
機
感
を
覚
え
た
の

が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
中
国
は

イ
ギ
リ
ス
本
土
か
ら
最
も
離
れ

た
権
益
で
、
そ
こ
に
陸
続
き
の

ロ
シ
ヤ
が
南
下
し
て
く
れ
ば
命

綱
の
シ
ー
レ
ー
ン
が
分
断
さ
れ

か
ね
な
い
と
心
配
し
た
の
で
あ

る
。

極
東
の
権
益
を
イ
ギ
リ
ス
単

独
で
守
れ
な
い
と
す
れ
ば
ど
う

す
る
か
。
そ
の
答
え
が
日
清
戦

争
で
力
を
見
せ
た
日
本
と
の
同

盟
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ヤ
南
下
の

防
波
堤
の
役
割
を
願
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
同
盟
は
日
露
戦
争

の
陰
の
勝
因
と
な
る
。

日
露
戦
争

日
清
戦
争
が
ア
ジ
ア
の
歴
史

を
変
え
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、

日
露
戦
争
は
世
界
の
歴
史
を
変

え
た
。

非
西
洋
国
家
が
近
代
化
を
図

り
、
ロ
シ
ヤ
と
い
う
大
国
に
勝

利
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
が

世
界
の
大
国
の
一
員
に
加
わ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
洋
中

心
の
世
界
秩
序
を
攪
乱
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

こ
の
戦
い
は
膨
大
な
物
量
と

カ
ネ
を
消
費
し
国
を
挙
げ
て
の

総
力
戦
で
あ
っ
た
。
擁
し
た
戦

費
は
日
清
戦
争
の
2
億
円
に
比

べ
て
8.5
倍
の
17
億
円
（
現
在
価

格
で
7
兆
円
）。
当
時
の
国
家
予

算
3
億
円
の
約
6
倍
に
達
し
た
。

紙
面
の
都
合
も
あ
る
の
で
、

戦
争
の
様
子
は
割
愛
し
て
、
感

動
的
な
挿
話
を
述
べ
て
こ
の
項

を
終
わ
り
た
い
。

日
本
海
海
戦
前
の
最
大
の
問

題
は
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
対

馬
海
峡
と
津
軽
海
峡
の
い
ず
れ

を
通
過
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、

国
を
挙
げ
て
の
懸
念
で
あ
っ
た
。

北
上
す
る
ロ
シ
ヤ
艦
隊
を
最

初
に
発
見
し
た
の
は
宮
古
島
の

漁
師
で
あ
っ
た
。
役
場
に
駆
け

込
ん
だ
が
島
に
は
無
線
施
設
が

な
い
。
そ
こ
で
5
人
の
漁
民
が

無
線
施
設
の
あ
る
石
垣
島
ま
で

の
170
キ
ロ
を
漕
ぎ
抜
き
、
山
道

を
走
破
し
て
電
報
を
う
っ
た
。

そ
れ
が
特
務
艦
信
濃
丸
に
よ
っ

て
中
継
さ
れ
大
本
営
に
連
絡
で

き
た
。
一
介
の
離
島
の
漁
師
で

さ
え
も
日
露
戦
争
が
日
本
の
運

命
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
感

銘
を
覚
え
る
。

ア
メ
リ
カ
の
台
頭

ア
メ
リ
カ
は
若
い
国
で
あ
る
。

13
の
植
民
地
が
イ
ギ
リ
ス
本
国

か
ら
独
立
し
た
の
が
1783
年
、
南

北
戦
争
が
終
結
し
て
一
つ
の
国

に
ま
と
ま
っ
た
の
が
1865
年
、
慶

応
元
年
で
あ
る
。
因
み
に
ド
イ
ツ

が
ビ
ス
マ
ル
ク
の
指
導
の
も
と

に
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
た
の

が
1871
年
、
イ
タ
リ
ヤ
で
小
国
の

乱
立
を
統
一
し
て
サ
ボ
イ
ヤ
王

朝
が
成
立
し
た
の
が
1861
年
で
あ

る
。
日
本
の
明
治
元
年（
1868
）と

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
新
興
国
、
特
に
米
独

日
は
、
国
民
国
家
を
形
成
し
、

猛
然
と
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
イ

ギ
リ
ス
を
追
い
か
け
た
。
そ
の

中
で
最
も
迫
力
の
あ
っ
た
の
が

鮎
川
が
修
行
し
た
ア
メ
リ
カ
で

あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
海
洋
国
家
で
あ

り
、
貿
易
が
国
の
命
綱
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
蒸
気

船
を
自
前
で
建
造
し
た
が
、
そ

の
船
は
戦
時
に
は
軍
艦
に
転
用

で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
を
指
導
し
た
の
が
浦

賀
に
来
航
し
た
ペ
リ
ー
で
あ
っ

た
。
そ
の
故
に
彼
は
「
蒸
気
船

の
父
」
と
呼
ば
れ
た
。
日
本
海

海
戦
の
戦
略
を
立
て
た
秋
山
真

之
は
、
日
本
の
殆
ど
の
海
軍
士

官
が
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
す
る
な

か
、
ア
メ
リ
カ
を
選
ん
で
い
る
。

さ
す
が
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
ま
ず
、
イ
ギ
リ

ス
が
独
占
し
て
い
た
大
西
洋
航

路
に
割
り
込
ん
で
次
第
に
そ
の

シ
ェ
ア
ー
を
奪
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
が
工
業
の

世
界
史
上
で
果
た
し
た
最
大
の

も
の
は
、
フ
ォ
ー
ド
の
コ
ン
ベ

ヤ
ー
シ
ス
テ
ム
と
、
コ
ル
ト
の

部
品
の
標
準
化
に
代
表
さ
れ
る

近
代
製
造
技
術
と
シ
ス
テ
ム
の

原
型
を
創
設
し
た
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
だ
け
コ
ル
ト
の
例
を
あ

げ
よ
う
。

コ
ル
ト
は
1835
年
世
界
で
初
め

て
回
転
式
6
連
発
ピ
ス
ト
ル
を

発
明
し
た
。
政
府
か
ら
大
量
の

注
文
を
受
け
た
と
き
、
100
丁
の

拳
銃
を
机
の
上
に
バ
ラ
バ
ラ
に
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分
解
し
、
そ
れ
を
瞬
く
間
に
組

み
立
て
て
み
せ
た
。
部
品
の
一

つ
一
つ
が
標
準
化
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
互
換
式
生
産
方
式

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本

が
世
界
に
誇
る
ゼ
ロ
戦
は
、
Ａ

機
の
扉
が
壊
れ
て
も
Ｂ
機
の
扉

を
転
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
熟
練
工
の
技
術
に
よ

る「
嵌
め
合
わ
せ
」を
必
要
と
し

た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
て

閑
話
休
題
、
本
筋
に
戻
ろ
う
。

グ
ル
ド
・
カ
ッ
プ
ラ
ー
に
就

職
し
た
鮎
川
は
、
こ
こ
で
も
現

場
作
業
か
ら
仕
事
を
始
め
た
。

週
給
5
ド
ル
の
見
習
い
工
で
あ

る
。
宿
は
鋳
物
現
場
親
方
の
家

で
世
話
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で

は
家
族
同
様
の
扱
い
を
受
け
て

ア
メ
リ
カ
の
生
活
を
楽
し
ん
だ
。

し
か
し
、
鋳
物
現
場
の
作
業

は
小
柄
な
鮎
川
に
と
っ
て
き
つ

か
っ
た
。

反
射
炉
か
ら
流
れ
出
る
1500
度

の
熔
湯
を
取
鍋
に
受
け
て
、
持

ち
場
の
鋳
型
場
ま
で
駆
け
足
で

運
ん
で
熔
湯
を
鋳
型
に
注
ぎ
込

む
、
そ
し
て
砂
型
を
ば
ら
し
て

灼
熱
の
鋳
物
を
取
り
出
し
て
か

き
集
め
る
と
い
う
一
連
の
作
業

の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

日
本
で
は
取
鍋
の
重
さ
は
せ

い
ぜ
い
5
貫
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
10
貫
に
近
い
重
さ
で
あ
り
、

し
か
も
一
気
呵
成
に
作
業
し
な

け
れ
ば
湯
が
冷
め
る
。

芝
浦
で
は
一
人
前
で
あ
っ
た

鮎
川
も
、
綿
の
よ
う
に
疲
れ
て

宿
に
帰
っ
た
。
足
の
甲
に
熱
湯

が
こ
ぼ
れ
て
火
傷
を
し
た
の
も

こ
の
頃
で
あ
る
。

町
の
人
た
ち
は
、
ロ
ス
ケ
を

破
っ
た
日
本
人
と
は
ど
ん
な
人

間
か
と
興
味
を
持
っ
て
み
て
い

る
か
ら
火
傷
が
治
っ
て
も
頑
張

り
通
し
た
。

そ
の
う
ち
彼
ら
と
同
じ
よ
う

な
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
作
業
に
は
「
コ
ツ
」
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
柔
道
で
小
が
大
を
投
げ
飛

ば
す
「
コ
ツ
」
に
通
じ
る
も
の
で

あ
る
。

鮎
川
は
こ
の
頃
の
奮
闘
を
、

後
に
「
私
の
体
験
か
ら
気
づ
い

た
日
本
の
貴
き
資
源
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。
以
下
は
そ
の
要

旨
で
あ
る
。

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
現
場

作
業
は
、
実
に
得
難
い
体
験
で

あ
っ
た
。
日
本
人
は
労
働
能
率

に
お
い
て
西
洋
人
に
劣
る
も
の

で
は
な
い
。
彼
ら
が
体
格
や
腕

力
に
優
れ
て
い
る
代
わ
り
に
、

我
ら
は
先
天
的
に
手
先
の
器
用

さ
と
動
作
の
機
敏
さ
と
コ
ツ
と

い
う
特
性
を
持
っ
て
お
り
、
頭

の
働
き
も
負
け
な
い
。
従
っ
て

仕
事
の
効
率
を
彼
ら
以
上
に
で

き
な
い
は
ず
は
な
い
。
そ
う
だ

と
す
る
と
、
賃
金
は
彼
ら
の
五

分
の
一
で
あ
る
か
ら
、
も
し
組

織
や
規
律
や
工
程
等
を
ア
メ
リ

カ
並
み
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
運
賃
、
関

税
、
金
利
の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ

は
あ
っ
て
も
、
輸
入
の
防
止
は

も
と
よ
り
逆
に
輸
出
で
き
な
い

は
ず
は
な
い
。
日
本
は
国
土
が

狭
く
人
口
が
増
え
て
農
業
立
国

は
で
き
な
い
。
天
然
資
源
も
な

い
と
す
る
と
第
一
次
産
業
の
未

来
は
暗
い
。
列
強
に
伍
し
て
ゆ

く
方
策
は
第
二
次
、
第
三
次
の

加
工
工
業
が
残
さ
れ
て
い
る
の

み
で
あ
る
。
思
う
に
神
様
は
絶

対
に
公
平
で
あ
る
。
日
本
は
領

土
や
物
的
資
源
に
恵
ま
れ
ぬ
代

わ
り
に
、
世
界
無
比
の
万
能
工

業
人
の
種
子
を
あ
ま
る
ほ
ど
授

か
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
尊
い

資
源
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
信
用
さ
え
あ
れ
ば
外
国

の
資
本
も
流
れ
て
く
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
原
料
で
も
材
料
で
も

持
て
る
国
か
ら
遠
慮
な
く
、
場

合
に
よ
っ
て
は
安
く
買
う
こ
と

が
で
き
る
。
従
っ
て
今
後
の
日

本
は
全
国
を
工
業
化
し
て
、
労

使
協
調
、
勇
往
邁
進
す
べ
き
で

あ
る
。」

こ
れ
は
昭
和
3
年
時
点
の
講

話
で
あ
る
。
ま
さ
に
卓
見
で
あ

る
。

黒
船
を
ひ
き
い
て
浦
賀
沖
に

来
航
し
、
日
本
の
長
年
の
眠
り

を
呼
び
覚
ま
し
た
ペ
リ
ー
提
督

も
次
の
よ
う
な
感
想
文
を
残
し

て
い
る
。「
技
術
の
分
野
で
日

本
人
の
腕
は
大
し
た
も
の
で
あ

る
。
彼
ら
の
手
先
の
器
用
さ
は

驚
異
的
で
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
世

界
の
ど
の
国
の
職
人
に
も
劣
ら

な
い
。
こ
の
力
が
も
っ
と
自
由

に
発
揮
さ
れ
る
な
ら
、
世
界
の

最
も
進
ん
だ
製
造
国
と
肩
を
並

べ
る
日
も
遠
く
な
い
で
あ
ろ
う
。」

次
に
グ
ル
ド
工
場
で
学
ん
だ

生
き
た
教
訓
に
つ
い
て
述
べ
て

お
こ
う
。
鋳
物
砂
を
す
く
う

シ
ャ
ベ
ル
の
扱
い
で
あ
る
。

仕
事
を
終
え
て
か
ら
、
彼
ら

は
シ
ャ
ベ
ル
に
食
い
つ
い
た
砂

を
き
れ
い
に
ふ
き
取
っ
た
後
、

丁
寧
に
油
布
巾
で
拭
っ
て
か
ら

所
定
の
場
所
に
き
ち
ん
と
収
納

す
る
。
砂
が
つ
い
た
ま
ま
で
は

手
さ
ば
き
が
悪
い
う
え
に
、
湿

気
が
一
晩
で
赤
錆
を
呼
ぶ
か
ら
、

研
が
な
い
刃
物
と
同
じ
く
切
れ

味
が
鈍
く
な
る
。
こ
の
点
日
本

人
は
一
向
に
無
頓
着
で
、
面
倒

く
さ
が
る
と
い
う
風
習
が
あ
る
。

元
来
、
生
物
だ
け
が
意
識
を

持
っ
て
い
る
と
思
う
の
は
人
間

の
錯
覚
で
、
神
様
は
物
に
も
そ

れ
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
を
善

用
で
き
る
の
は
愛
の
つ
な
が
り

以
外
に
は
な
い
。
磨
い
た
シ
ャ

ベ
ル
が
よ
く
切
れ
る
の
は
、
そ

の
も
の
が
人
間
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
っ
て
、
人
間
の
愛
情

に
対
す
る
報
謝
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
お
金
に

最
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
。
金
は

金
を
愛
す
る
人
を
慕
っ
て
集
ま

る
が
、
粗
末
に
扱
う
と
、
す
ぐ

に
逃
げ
て
ゆ
く
。
た
ま
に
紛
れ

込
ん
で
も
す
ぐ
に
逃
げ
て
ゆ
く
。

こ
れ
は
金
に
精
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
故
に
お
金
の
こ
と
を「
お

あ
し
」と
い
う
。

こ
の
シ
ャ
ベ
ル
哲
学
は
そ
の

後
の
鮎
川
の
尊
奉
し
て
や
ま
な

い
も
の
と
な
っ
た
。

鮎
川
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
は
僅

か
1
年
半
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

間
の
勉
強
ぶ
り
は
凄
ま
じ
い
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
を
彼

の
書
き
残
し
た
小
型
で
は
あ
る

が
分
厚
い
手
帳
に
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

冒
頭
は
英
語
の
単
語
で
始
ま

る
が
、
彼
が
作
業
に
使
っ
た
道

具
類
、
機
械
装
置
に
始
ま
っ
て
、

工
場
建
屋
か
ら
製
品
に
ま
で
及

ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
寸
法
が

細
か
く
記
さ
れ
て
い
て
、
復
元

が
可
能
な
よ
う
に
説
明
が
付
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
何
よ

り
そ
の
絵
が
実
に
う
ま
く
、
正

確
な
こ
と
に
驚
く
。

今
で
も
そ
れ
に
目
を
通
す
た

び
に
「
我
ら
励
ま
ざ
る
べ
け
ん

や
」
と
い
う
思
い
を
新
た
に
す

る
。
参
考
ま
で
に
、
2
枚
を
掲

げ
て
お
く
。

同
じ
頃
、
鮎
川
の
他
に
も
単

身
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
現
場
の

作
業
を
体
験
し
て
、
近
代
工
業

を
学
ん
だ
若
者
た
ち
が
い
た
。

安
川
電
気
の
創
立
者
、
安
川
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第
五
郎
は
大
正
2
年
に
渡
米
し
、

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
ウ
エ
ス
チ
ン

グ
ハ
ウ
ス
で
職
工
と
し
て
働
い

た
。
1
時
間
20
セ
ン
ト
の
時
間

給
で
あ
っ
た
。

中
部
電
力
の
井
上
五
郎
は
東

邦
電
力
か
ら
出
向
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ス
ケ
ネ
ク
タ
デ
ー
市

に
あ
る
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク

ト
リ
ッ
ク
社
で
働
い
た
。
大
正

14
年
で
あ
る
。
1
時
間
50
セ
ン

ト
の
時
間
給
で
あ
っ
た
。

3
人
の
週
給
を
並
べ
て
み
る

と
、
鮎
川
5
ド
ル
、
安
川
9
ド

ル
、
井
上
23
ド
ル
で
あ
り
、
時

代
の
変
遷
を
映
し
て
興
味
深
い
。

彼
ら
に
共
通
し
て
い
た
の
が

言
葉
の
問
題
で
あ
っ
た
。
教
科

書
で
学
ん
だ
英
語
は
全
く
通
じ

な
い
。
現
場
で
働
く
ア
メ
リ
カ

人
の
英
語
は
ス
ラ
ン
グ
交
じ
り

で
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
と

い
う
。

鮎
川
の
日
本
語
は
生
涯
、
山

口
弁
丸
出
し
で
あ
っ
た
か
ら
、

英
語
も
山
口
弁
訛
り
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
想
像

し
て
い
る
。

戸
畑
鋳
物
㈱ 

発
足

グ
ル
ド
・
カ
ッ
プ
ラ
ー
と
マ

レ
ブ
ル
・
ア
イ
ア
ン
2
社
で
の

修
行
で
、
可
鍛
鋳
鉄
の
製
造
技

術
は
手
に
入
れ
た
。
そ
の
上
、

経
営
上
の
自
信
も
つ
い
た
の
で
、

1
年
半
の
予
定
を
切
り
上
げ
て

日
本
に
帰
り
、
事
業
を
立
ち
上

げ
る
決
心
を
し
た
。
明
治
40
年

（
1907
）2
月
、
鮎
川
28
才
で
あ
る
。

帰
国
し
て
、
ま
ず
井
上
侯
に

会
っ
て
、
可
鍛
鋳
鉄
製
造
の
新

会
社
を
立
ち
上
げ
た
い
と
報
告

し
た
。
井
上
は
即
座
に
賛
成
し
、

さ
っ
そ
く
久
原
、
貝
島
、
藤
田
、

三
井
に
口
を
き
い
て
く
れ
、

30
万
円
の
出
資
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

「
戸
畑
鋳
物
」
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
。

当
時
、
鋳
物
事
業
に
、
し
か

も
28
才
の
若
造
に
30
万
円
も
の

大
金
を
投
資
す
る
の
は
稀
有
な

事
で
あ
っ
た
。
井
上
の
実
業
界

で
の
威
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

会
社
の
定
款
は
山
口
高
校
の

同
窓
生
岩
田
宙
造
（
後
の
司
法

大
臣
）
に
依
頼
し
、
工
場
用
地

は
貝
島
炭
鉱
が
所
有
し
て
い
た

戸
畑
駅
に
隣
接
し
て
い
る
土
地

を
現
物
出
資
し
て
も
ら
っ
た
が
、

こ
の
土
地
は
工
場
用
水
の
確
保

が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
北
九
州

の
片
田
舎
の
た
め
運
搬
費
も
東

京
や
大
阪
に
比
べ
て
15
％
も
高

く
つ
く
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。
何
も
か
も
大
当
て
外
れ
で

あ
っ
た
。
そ
の
他
、
従
業
員
の

募
集
な
ど
山
の
よ
う
な
仕
事
が

鮎
川
の
肩
に
か
か
っ
て
き
た
。

超
多
忙
の
な
か
、
帰
国
し
て

1
年
後
の
明
治
41
年
3
月
、
設

備
の
見
積
り
や
販
路
の
調
査
の

た
め
再
度
渡
米
し
た
。
当
初
の

予
定
は
下
調
べ
を
し
て
帰
国
し
、

出
資
者
に
相
談
す
る
つ
も
り
で

あ
っ
た
が
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ

は
不
況
の
真
っ
た
だ
中
で
、
工

場
設
備
等
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

安
か
っ
た
。
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

と
、
独
断
で
機
械
設
備
は
も
と

よ
り
、
工
場
建
屋
ま
で
買
い
入

れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
途
端
に
風

邪
を
こ
じ
ら
せ
て
、
不
眠
症
ま

で
引
き
お
こ
し
、
出
資
者
に
申

し
訳
な
い
と
い
う
責
任
感
か
ら

一
睡
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
遺

書
め
い
た
も
の
ま
で
書
い
た
の

も
こ
の
時
で
あ
る
。

思
い
余
っ
た
鮎
川
は
ド
イ
ツ

に
留
学
中
の
友
人
、
吉
本
医
師

に
相
談
す
る
た
め
に
ベ
ル
リ
ン

に
飛
ん
だ
。
彼
の
紹
介
で
世
界

的
権
威
の
ク
ラ
ウ
ス
先
生
の
診

断
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

先
生
は
名
医
で
あ
っ
た
。
ま

ず
顔
色
を
見
る
な
り
「
気
ち
が

い
に
な
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
。

2
ヶ
月
や
3
ヶ
月
眠
れ
な
い
の

は
問
題
で
は
な
い
」
と
言
い
切

り
、「
食
事
は
ど
う
か
」
と
聞
く

の
で「
い
け
ま
す
」と
答
え
る
と
、

「
心
配
無
用
」
と
鮎
川
の
肩
を
た

た
い
た
。
そ
し
て
、「
薬
は
お
ま

じ
な
い
み
た
い
な
も
の
で
、
飲

ん
で
も
飲
ま
な
く
て
も
い
い
が
、

牛
乳
は
一
日
2
リ
ッ
ト
ル
を
飲

む
こ
と
」
を
命
じ
ら
れ
、「
仕
事

は
休
ん
で
は
い
け
な
い
が
、
当

分
、
気
候
の
温
暖
な
イ
ギ
リ
ス

南
部
で
の
静
養
」
を
勧
め
ら
れ

た
。
先
生
の
診
断
に
従
っ
て
イ

ギ
リ
ス
デ
ポ
ン
州
ト
ル
キ
ー
で

静
養
し
て
い
る
と
、
病
気
は
薄

紙
を
は
ぐ
よ
う
に
回
復
に
向
か

い
、
4
ヶ
月
ぶ
り
に
ア
メ
リ
カ

に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
間
に
、
鮎
川
の
注
文
し

た
品
物
は
す
べ
て
出
来
上
が
っ

て
い
た
の
で
、
後
の
処
理
を
三

井
物
産
に
任
せ
て
日
本
に
帰
っ

た
。
明
治
42
年
9
月
で
あ
っ
た
。

明
治
43
年
、
戸
畑
鋳
物
は
登

記
を
完
了
し
、
5
月
27
日
、
井

上
侯
一
行
を
工
場
に
迎
え
、
盛

大
な
開
場
式
を
挙
行
し
た
。
鮎

川
の
肩
書
は
専
務
取
締
役
兼
技

師
長
で
あ
る
。

し
か
し
、
普
通
の
技
師
長
で

は
な
い
。
現
場
に
陣
頭
に
立
っ

て
、
ズ
ブ
の
素
人
に
手
を
と
っ

て
教
え
込
ん
だ
。
と
い
う
の
は
、

い
わ
ゆ
る
日
本
の
鋳
物
職
人
は

自
己
主
張
が
強
く
、
ア
メ
リ
カ

式
の
近
代
鋳
造
法
に
反
発
す
る

と
思
っ
た
の
で
、
敢
え
て
素
人

を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
後
の

話
に
な
る
が
、
鮎
川
が
教
え
込

ん
だ
鋳
造
技
術
は
後
に
「
戸
畑

式
鋳
造
法
」
と
し
て
喧
伝
さ
れ
、

鮎
川
の
教
え
子
が
各
地
に
そ
の

技
術
を
広
め
て
い
く
。

一
例
を
あ
げ
よ
う
。

鮎
川
が
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

の
総
帥
と
な
っ
た
頃
、
日
産
自

動
車
の
吉
原
工
場
を
視
察
し
た

時
の
こ
と
で
あ
る
。
工
場
長
に

案
内
さ
れ
工
場
通
路
を
歩
い
て

い
た
鮎
川
が
突
然
歩
み
を
止
め
、

通
路
脇
に
あ
っ
た
鋳
物
を
手
に

取
っ
て
「
こ
れ
は
戸
畑
の
鋳
物

だ
」
と
言
っ
た
。
驚
い
た
工
場

幹
部
が
作
業
者
を
呼
び
出
し
て

確
か
め
た
と
こ
ろ
「
私
は
戸
畑

で
鮎
川
さ
ん
か
ら
鋳
物
の
鋳
造

を
教
わ
り
ま
し
た
」
と
い
う
返

事
が
返
っ
て
き
た
と
い
う
。
鮎

川
の
眼
力
は
衰
え
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
鮎
川
の
手
は
岩
の
よ

う
に
固
か
っ
た
と
い
う
。
後
年
、

若
い
技
術
屋
と
握
手
を
し
て

「
ま
だ
ま
だ
柔
ら
か
い
な
」
と
い

う
の
が
常
で
あ
っ
た
。
私
が
日

立
製
作
所
に
入
社
し
た
頃
に
は
、

鮎
川
か
ら
直
接
薫
陶
を
受
け
た

人
が
残
っ
て
い
て
、「
鮎
川
さ
ん

の
手
は
固
か
っ
た
ぞ
」
と
感
激

を
込
め
て
語
っ
て
く
れ
た
の
を

思
い
だ
す
。

本
田
技
研
の
創
立
者
、
本
田

宗
一
郎
さ
ん
の
手
も
傷
だ
ら
け

で
、岩
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。

機
縁戸

畑
鋳
物
は
そ
の
後
Ｍ
＆
Ａ

で
事
業
を
拡
張
し
、
国
産
工
業

と
名
称
を
改
め
、
さ
ら
に
日
立

製
作
所
と
合
併
し
た
の
で
、
名

称
は
日
立
製
作
所
戸
畑
工
場
と

な
る
。

私
が
昭
和
28
年
に
山
口
大
学

経
済
学
部
を
卒
業
し
て
日
立
製

作
所
に
入
社
し
、
最
初
に
配
属

さ
れ
た
の
が
、
こ
の
戸
畑
工
場

で
あ
っ
た
。

こ
の
工
場
は
さ
ら
に
変
遷
を

重
ね
る
。
昭
和
31
年
旧
国
産
工

業
系
の
5
工
場
が
日
立
製
作
所

か
ら
分
離
独
立
し
て
日
立
金
属

と
な
る
。

運
命
の
糸
は
さ
ら
に
つ
な
が

る
。
私
が
日
立
金
属
の
社
長
の

頃
、
鮎
川
が
ア
メ
リ
カ
で
修
行

し
た
エ
リ
ー
・
マ
レ
ブ
ル
社
に

資
本
参
加
し
、
1997
年
に
全
株
式

を
買
収
し
た
。
そ
の
調
印
式
で

エ
リ
ー
市
を
訪
問
し
た
時
の
こ

と
で
あ
る
。
何
し
ろ
百
数
十
年

も
続
い
た
エ
リ
ー
市
の
名
門
企

業
の
身
売
り
で
あ
り
、
さ
ら
に

買
収
し
た
会
社
が
、
鮎
川
が
こ

の
会
社
で
技
術
を
習
得
し
て
日

本
で
創
立
し
た
戸
畑
鋳
物
の
後

進
会
社
で
あ
る
日
立
金
属
と

あ
っ
て
、
地
元
新
聞
が
一
面
を

全
部
う
ず
め
て
、
そ
の
物
語
を

掲
載
し
た
。
そ
の
間
、
年
を
閲
す

る
こ
と
90
年
で
あ
る
。
私
は
一

躍
有
名
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
う
一
つ
の
機
縁
が
あ
る
。
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歴史と文化の山口県に軸足を置いて

公益活動を展開する山口県人ゆかりの会

講演会活動、奨学金貸与、教育・文化研究活動、
先賢遺徳顕彰事業

公益財団法人　防長倶楽部
理 事 長　八木 重二郎（山口市出身）

顧　　問　松野 　浩二（学１ 防府市出身）

顧　　問　村岡 　嗣政（山口県知事）
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―入会をお待ちしております―

鮎
川
が
二
度
目
の
渡
米
を
し

て
、
手
当
た
り
次
第
に
生
産
設

備
や
用
具
さ
ら
に
工
場
建
屋
ま

で
買
い
ま
く
っ
た
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た
が
、
そ
の
建
屋
の
物

語
で
あ
る
。

当
時
、
戸
畑
工
場
の
あ
る
土

地
は
、
寒
村
な
が
ら
、
鹿
児
島

本
線
戸
畑
駅
に
隣
接
し
た
便
利

の
良
い
所
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
北
九
州
一
帯
は
、
官
営
八
幡

製
鉄
所
を
は
じ
め
多
く
の
企
業

が
続
々
と
進
出
し
、
戸
畑
は
人

口
密
度
日
本
一
の
市
に
な
り
、

戸
畑
鋳
物
の
工
場
は
そ
の
ど
真

ん
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当

然
の
よ
う
に
、
工
場
の
周
り
に

は
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立

し
た
。
鋳
物
工
場
は
三
Ｋ
の
最

た
る
も
の
で
、
騒
音
、
粉
塵
問

題
の
対
応
に
追
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
公
害
訴
訟
の
心

配
も
出
て
き
た
。

拡
張
の
余
地
も
な
い
こ
と
か

ら
、
思
い
切
っ
て
工
場
を
、
か

ね
て
用
意
し
て
い
た
隣
の
町
苅

田
地
区
の
10
万
坪
に
移
転
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
鮎
川
の
創
設
し
た

戸
畑
工
場
は
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

昭
和
62
年（
1987
）4
月
移
転
完
了
。

そ
の
こ
ろ
私
は
、
工
場
閉
鎖

に
当
た
っ
て
、
創
業
者
、
鮎
川

義
介
を
顕
彰
す
る
も
の
は
な
い

か
と
、
思
案
し
て
い
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
戸
畑
工
場
を
訪

れ
、解
体
現
場
を
視
察
し
て
い
た
。

移
転
作
業
は
生
産
設
備
の
移

転
が
終
わ
り
、
最
後
に
工
場
建

屋
の
取
り
壊
し
が
始
ま
っ
て
い

た
。
建
屋
は
鮎
川
が
ア
メ
リ
カ

か
ら
輸
入
し
た
建
材
で
建
て
ら

れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の

拡
張
や
改
造
で
、
多
く
が
そ
の

姿
を
変
え
て
い
た
。
た
っ
た
一

つ
残
っ
て
い
た
の
が
、
模
型
工

場
で
あ
っ
た
。
建
材
に
ペ
ン
キ

で
印
刷
さ
れ
て
い
た
「
Ｕ
Ｓ
・

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
」
の
文
字
が
私
の

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
こ
の

建
材
は
70
数
年
を
経
て
、
発
錆

も
な
く
当
時
の
姿
を
保
持
し
て

い
た
。

「
こ
れ
だ
」「
こ
の
建
材
を
利

用
し
て〝
鮎
川
記
念
館
〟を
作
ろ

う
」と
即
座
に
決
心
し
た
。

そ
の
後
、
事
情
も
あ
っ
て
記

念
館
名
称
は
「
鋳
物
記
念
館
」

と
し
た
が
、
そ
の
文
字
は
私
が
、

万
感
の
思
い
を
込
め
て
書
き
上

げ
た
。

な
お
、
戸
畑
工
場
跡
地
に
は

長
年
お
世
話
に
な
っ
た
、
戸
畑

市
の
た
め
に
「
日
立
金
属
劇
場
」

を
建
て
て
寄
贈
し
た
。

昭
和
31
年
初
秋
、
鮎
川
は
日

立
金
属
の
分
離
独
立
を
祝
し
て

詩
文
を
寄
せ
た
。

江
連
玄
海
老
漁
村

江
は
玄
海
に
連
な
る
老
漁
村

好
適
場
区
動
我
魂

よ
く
場
区
に
適
し
我
が
魂
を
動

か
す

杷
手
鋤
鍬
為
地
鎮

手
に
鋤
鍬
を
と
り
て
地
鎮
を
為
し

捧
壇
幣
帠
謝
天
恩

壇
に
幣
帠
を
捧
げ
て
天
恩
に
謝
す

ご注文は（有）大学文具へ
〒 山口県山口市野田1番地

大学文具

山口大学ブランド日本酒

長州学舎

純米大吟醸  720ml
2,580円（税込）

純米酒  720ml
1,390円（税込）

鳳陽
山口大学饅頭

新発売

６個入
（賞味期限約１ヶ月）

６００円（税込）

売上利益の一部は山口大学饅頭は山口大学基金へ寄附いたします。他の商品についても、
山口大学の教育研究支援のための寄附につながります。

︱
第
❷❸
回	

瑠
璃
の
会
︱

2
月
9
日（
金
）18
時
、
福

岡
支
部
の
大
学
13
・
14
・
15
期

合
同
同
期
会
に
15
人

が
参
集
し
ま
し
た
。

博
多
の
御
膳
屋	

「
菴

離
」に
て
一
年
振
り
の

賑
や
か
な
同
期
会
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
は
鬼
丸
修
一

氏（
学
12
）
が
初
参

加
、
ま
た
、
山
口
市

よ
り
雪
の
中
を
淵
上

洋
一
氏
（
学
13
）
も
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
鬼

丸
氏
の
初
参
加
挨
拶

に
続
い
て
、
秋
山
邦

雄
氏
よ
り
「
見
残
し

の
塔
︱
周
防
国
五
重

塔
縁
起
」（
久
木
綾
子

同
期
会
だ
よ
り

大
学
❶❸
･
❶❹
･
❶❺
期（
福
岡
）

著
）に
つ
い
て
紹
介
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
箱
嶋
文
衛
氏

よ
り
箱
嶋
家
住
宅（
国
登
録
有
形

文
化
財
）の
今
後
の
在
り
方
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。（
い
ず
れ
も

資
料
あ
り
）。
続
い
て
木
下
謙
吉

氏
の
乾
杯
発
声
に
よ
り
ワ
イ
ワ

イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
い
つ
も
の
歓

談
に
入
り
、
恒
例
の
各
人
の
状

況
報
告
で
は
、
全
員
70
代
半
ば

の
為
か
病
気
体
験
談
が
主
で
、

そ
れ
で
も
宴
会
大
好
き
ら
し
い

盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
西
田
隆
一
氏
の
リ
ー

ド
に
よ
り
鳳
陽
寮
寮
歌
・
山
都

逍
遙
歌
を
高
唱
し
、
古
澤
正
道

氏
に
よ
り「
博
多
手
一
本
」を
入

れ
た
と
こ
ろ
で
、「
来
年
は
2

月
8
日
（
金
）」
を
告
げ
、
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

︻
参
加
者
︼（
敬
称
略
）

学
12
…
鬼
丸
修
一　

学
13
…
石

松
徹
也
、
木
下
兼
吉
、
柴
田

壽
一
、
西
田
隆
一
、
淵
上
洋
一　

学
14
…
河
合
慶
司
、
川
寄
正
比

営
々
特
種
鋳
鋼
業

営
々
特
種
鋳
鋼
の
業

嘖
々
盛
名
瓢
印
痕　

嘖
々
盛
名
瓢
印
の
あ
と

躍
進
無
窮
冠
業
界

躍
進
窮
り
な
く
業
界
に
冠
た
り

可
忘
報
本
感
淵
源

忘
る
べ
け
ん
や
本
を

報
い
淵
源
に
感
ず
る
こ
と
を

古
、
箱
嶋
文
衛
、
古
澤
正
道
、

八
尋
洋
士　

学
15
…
秋
山
邦

雄
、
倉
田
尚
道
、
堤	

雅
史
、

安
枝
昭
雄

（
八
尋　

記
）

今年も賑やかな同期会
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★
高
商
経
専
の
部

経
39	

川
野　

虎
雄

経
40	

近
藤　
　

清

経
44	

谷
本　

克
弘

★
大
学
の
部

学
2	

福
光　

泰
雄

学
4	

木
本　

陽
一

学
5	

磯
部　
　

昇

学
６	

角
川　

敏
行

学
15	

田
中　

照
久

学
15	

森
田　

侃
爾

学
29	

築
岡　

久
治

★
高
商
経
専
の
部

山
田　
　

繁（
高
33
）29
・
10
・
23

岩
崎　

敏
樹（
高
35
）30
・
1
・
17

村
上　
　

清（
高
35
）︱
・
︱
・
︱

松
浦　
　

徹（
高
36
）30
・
1
・
16

櫻
井　
　

彰（
経
39
）29
・
8
・
9

田
中　

利
保（
経
39
）29
・
︱
・
︱

野
崎　
　

明（
経
39
）30
・
1
・
30

小
北　

裕
一（
経
40
）30
・
2
・
15

藤
原　

博
成（
経
40
）27
・
６
・
︱

吉
永　

勝
商（
経
40
）29
・
11
・
5

水
流　
　

洋（
経
41
）29
・
12
・
19

藤
本
昭
八
郎（
経
41
）︱
・
︱
・
︱

森
田　

昌
博（
経
41
）︱
・
︱
・
︱

松
井　
　

章（
経
42
）30
・
1
・
︱

吉
田　
　

克（
経
42
）29
・
11
・
27

秋
本　

幸
雄（
経
43
）29
・
3
・
28

菅　
　

直
登（
経
43
）29
・
10
・
19

玖
島　

純
男（
経
43
）28
・
8
・
1

小
灘　

邦
男（
経
43
）30
・
1
・
2

平
田　
　

淳（
経
43
）29
・
7
・
︱

竹
田　

昭
義（
経
44
）︱
・
︱
・
︱

山
川　

重
和（
経
44
）29
・
5
・
31

吉
永　
　

一（
経
44
）29
・
11
・
16

池
田　

光
吉（
別
科

12
）30
・
１
・
７

矢
吹　
　

勝（
臨
専
）︱
・
︱
・
︱

住
所
変
更

賛
助
会
費
納
入
者  

︵
敬
称
略
︶

  

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

	

田
口　

浩
一
（
学
18
）

　

	

大
鶴　

秀
明
（
学
20
）

水み
ず

温ぬ
る

み
瀬
音
の
ゆ
る
む
鶴つ

る

見み

川が
わ	

國
本　

桂
伸（
高
37
）

薬や
く

師し

池い
け

揺
る
る
水み

の
面も

や
水み

ず

温ぬ
る

む	

河
内　

朝
生（
学
2
）

陽か
げ

炎ろ
う

の
遙
か
彼か

な
た方
に
大
鳥
居	

重
田　

青
都（
学
2
）

花は
な

曇ぐ
も

り
油
彩
に
色
を
加
へ
け
り	

重
永　

泰
彦（
学
2
）

江
の
島
や
遙は

る

か
白
富
士
陽か

が
よ炎
へ
る	

武
田　

伸
昭（
学
7
）

長の
ど
か閑
な
る
風ふ

う

鐸た
く

の
音
野
を
渡
る	

中
川　

弘
喜（
学
7
）

旋せ
ん

回か
い

に
別
れ
惜
み
て
鳥と

り

雲く
も

に	

山
名　

和
雄（
学
7
）

囀さ
え
ずり
の
途と

絶だ

え
鎮し

ず

も
る
薬や

く

師し

杜も
り	

立
石　

健
三（
客
員
）

東
京
ほ
う
よ
う
句
会

学
34	

武
田　

省
一

学
36	

田
中　

典
子

学
40	

田
口
康
二
郎

学
41	

石
田　

保
史

学
46	

平
田　

和
正

学
56	

安
川
慎
太
郎

学
57	

永
井
佳
菜
子

学
63	
岡
村　

さ
ち

学
63	
滝
本　
　

紳

学
64	
深
木
絵
美
奈

学
65	

宮
田　

淳
樹

学
65	

深
山　

慶
一

学
9	

安
弘　

尚
史

学
40	

桑
原　

明
哲

学
45	

早
川　

美
紀

学
53	

中
元
由
美
子

学
59	

山
本　

拓
朗

学
60	

大
賀　

如
月

学
62	

知
念　

義
己

学
63	
狩
又　

美
穂

学
64	
青
山　

未
来

学
64	
牛
島　
　

遼

学
64	

金
尾　

保
洋

学
64	

古
賀
ゆ
め
こ

学
64	

佐
藤　
　

翠

学
64	

下
中　

梨
穂

学
64	

須
賀　
　

睦

学
64	

濱
崎
真
奈
美

学
64	

藤
元　

良
太

学
65	

中
野　

理
恵

★
大
学
の
部

犬
塚　

満
生（
学
2
）29
・
12
・
2

菊
池　
　

健（
学
4
）30
・
2
・
23

玖
村　

健
三（
学
4
）︱
・
︱
・
︱

重
水　

一
成（
学
4
）30
・
１
・
12

岡
田　
　

健（
学
5
）29
・
12
・
31

平
田　

誠
一（
学
5
）29
・
12
・
26

山
本　

修
禄（
学
5
）28
・
10
・
17

大
坪　
　

規（
学
6
）28
・
11
・
9

清
水　

友
勝（
学
6
）29
・
10
・
19

倉
嶋　

勝
美（
学
7
）30
・
2
・
1

松
永　

勝
人（
学
8
）29
・
9
・
28

山
田　
　

宏（
学
8
）29
・
7
・
30

山
本　
　

久（
学
8
）30
・
2
・
24

伊
藤　

敏
雄（
学
9
）30
・
1
・
27

檜
垣　

吉
昭（
学
9
）30
・
1
・
3

坂
本　

勝
美（
学
10
）29
・
12
・
6

大
須
賀　

守（
学
12
）27
・
4
・
9

越
路　

清
士（
学
12
）29
・
４
・
︱

棗
田　

喜
八（
学
14
）︱
・
︱
・
︱

川
畑　

聖
哉（
学
16
）︱
・
︱
・
︱

田
中　
　

宏（
学
17
）29
・
3
・
︱

友
松　

正
旺（
学
18
）30
・
2
・
4

境　
　

隆
之（
学
19
）29
・
1
・
︱

住
所
不
明
者

　
会
報
が
返
送
さ

れ
ま
す
。
住
所
を

ご
存
知
の
方
は
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

︻
お
詫
び
︼

　

前
号
１
６
２
号
に
て
「
学
１	

冨

山	

賢
」
様
と
掲
載
い
た
し
ま
し
た

が
、
誤
り
で
し
た
。
ご
本
人
は
も
と

よ
り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

動
　
静

謹
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す
。
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台
湾
ひ
と
り
紀
行

（
そ
の
３
）

村
上 

庄
蔵（
学
3
）

年
令
と
共
に
衰
え
る
体
力
と

気
力
…
し
か
し
な
が
ら
趣
味
と

し
て
の
一
人
旅
の
楽
し
さ
に
勝
る

も
の
は
な
い
私
は
、
こ
の
度
も
旅

行
先
を
台
湾
と
し
た
。
平
成
29

年
は
何
か
と
体
調
が
優
れ
ず
、

内
科
等
で
お
世
話
に
な
る
日
が

続
い
て
い
た
。
半
年
か
け
て
ほ
ぼ

全
快
し
た
が
秋
に
な
っ
た
10
月
、

今
度
は
白
内
障
に
襲
わ
れ
た
。

手
術
は
12
月
後
半
に
無
事
終
了

し
た
が
、
術
後
の
回
復
状
態
の
心

配
が
あ
り
本
年
1
月
初
め
の
出

発
予
定
を
2
月
に
延
期
し
た
。

台
湾
で
は
旧
正
月
直
前
の
繁
忙

期
で
あ
っ
た
た
め
、
航
空
便
と
ホ

テ
ル
の
予
約
変
更
に
少
し
ば
か
り

手
間
取
っ
た
。

最
近
の
台
湾
旅
行
事
情
は
日

本
や
世
界
各
国
か
ら
の
渡
航
客

が
増
加
し
て
お
り
、
特
に
日
本
か

ら
は
倍
増
し
年
間
200
万
人
を
数

え
て
い
る
。
社
会
情
勢
が
安
定

し
、
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
食

の
関
心
が
高
け
れ
ば
人
の
交
流
は

活
発
に
な
っ
て
く
る
も
の
だ
。

こ
の
度
の
旅
行
計
画
は
、
①

一
日
で
鉄
道
に
よ
る
台
湾
一
周
、

②
新
竹
近
郊
の
観
光
と
本
場
の

ビ
ー
フ
ン
（
米
粉
）
を
食
べ
る
事
、

③
台
北
～
桃
園
～
中
壢
（
環
北
）

に
開
通
し
た
新
高
速
鉄
道
（
Ｍ
Ｒ

Ｔ
）
乗
車
体
験
、
と
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
出
発
直
前

の
2
月
6
日
早
朝
、
東
部
海
岸
・

花
蓮
市
で
大
地
震
が
発
生
、
多

数
の
死
傷
者
と
建
物
倒
壊
が
あ

り
旅
行
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
で

は
な
く
な
っ
た
。
二
案
の
新
竹
近

郊
は
、
一
日
の
日
程
で
は
無
理
と

分
か
り
断
念
し
た
。
再
度
予
定

を
変
更
し
て
Ｍ
Ｒ
Ｔ
に
乗
車
し
中

壢
に
向
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
途
中

の
林
口
か
ら
天
候
が
急
変
し
て

暴
風
雨
と
な

り
、
林
口
・

桃
園
に
あ
る

大
規
模
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
へ
行

く
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。

こ
の
高
速
鉄

道
は
台
北
～
桃
園
国
際
空
港
間

を
快
速
電
車
（
直
達
車
）
は
35
分

で
運
行
し
、
定
時
性
に
や
や
難

が
あ
る
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
を
補
完
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
旅
行
者
に

と
っ
て
は
交
通
機
関
の
選
択
肢
が

増
え
た
こ
と
は
有
り
難
い
こ
と
で

あ
る
。

帰
国
に
際
し
て
思
っ
た
こ
と
。

台
湾
の
出
入
国
者
が
激
増
し
て

い
る
こ
と
は
申
し
上
げ
た
が
、
こ

の
度
は
混
雑
さ
を
痛
感
し
た
。

少
な
く
と
も
3
時
間
前
に
空
港

に
到
着
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
私

は
膝
痛
を
理
由
に
空
港
関
係
者

専
用
の
ゲ
ー
ト
を
通
り
、
出
国
手

続
き
後
は
専
用
の
自
動
車
に
乗

せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
れ
で
も

2
時
間
を
要
し
た
。

短
期
の
台
北
滞
在
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
間
の
新
聞
各
紙
は
旧
正

月（
春
節
）前
の
各
地
の
賑
わ
い

の
紹
介
と
韓
国
平
昌
五
輪
（
南
韓

平
昌
冬
奥
会
）、
花
蓮
大
地
震
を

報
道
し
て
い
た
。
ま
た
、
地
震
の

時
の
注
意
事
項
と
し
て
、
〇
柱

子
旁
（
大
理
石
構
造
物
の
そ
ば
）、

〇
楼
梯
間
（
階
段
）、
〇
陽
台
上

（
高
台
）、
×
電
梯
裡
（
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
中
）、
を
重
点
的
に
広
報

し
て
い
る
。

今
冬
の
日
本
の
寒
さ
か
ら
逃

れ
暖
か
い
筈
の
台
北
へ
行
っ
た
も

の
の
、
滞
在
中
は
連
日
気
温
＋
8

度
、
新
聞
の
一
面
記
事
に
な
る
位

だ
か
ら
「
超
寒
波
」
と
言
え
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

［注］	

Ｍ
Ｒ
Ｔ
＝M

ass	Rapid	Transit

の
略（
台
湾
で
は
捷
運
と
い
う
）

事
務
局
か
ら

昨
年
３
月
、
鳳
陽
会
の
全
40

支
部
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
こ
の
度
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
取
り
ま
と
め
た

具
体
策
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

鳳
陽
会
活
動
の
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
動
静
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
支
部
組
織
の
強
化
・

再
編
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
支
部
活
動
の
支
援

や
全
国
支
部
長
会
議
の
開
催

を
始
め
と
す
る
鳳
陽
会
活
動

の
活
性
化
に
向
け
た
様
々
な

具
体
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

支
部
と
本
部
が
一
体
と
な

り
実
効
性
あ
る
具
体
策
へ
の

取
組
を
進
め
る
た
め
、
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。	

（
Ｉ
）

台北市内の大型ショッピング
センター・微風広場の入口にて

林口駅の看板

　
本
号
の
内
容

第
88
回
通
常
総
会
…
1
・
2

学
園
だ
よ
り
…
…
…
2
～
3

支
部
だ
よ
り
・
ご
寄
贈
……
4

支
部
総
会
開
催
予
定
……
…
5

通
常
総
会
資
料
…
…
6
～
９

鮎
川
義
介	

我
が
道
を
往
く

　
　
　
（
第
５
回
）……
10
～
14

同
期
会
だ
よ
り
…
…
…
…
14

動
静
・

　

東
京
ほ
う
よ
う
句
会
……
15

台
湾
ひ
と
り
紀
行（
そ
の
３
）……
16

第163号	 鳳　　　　　 陽	 2018年５月15日（16）

URL：http://www.houyou. or. jp


